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2
0
1
9
年
度
か
ら
計
5

回
開
催
さ
れ
て
き
た
学
校
創
立

1
0
0
周
年
記
念
事
業
「
準

備
委
員
会
」
が
、
6
月
14
日
㈪

に
開
催
さ
れ
た
会
合
か
ら
、「
実

行
委
員
会
」
と
改
称
し
た
。

一
昨
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た

『
見
中
・
磐
田
南
高
校
1
0
0

年
史
』
編
集
作
業
の
ほ
か
、
記

念
事
業
全
体
の
準
備
を
統
括
し

て
き
た
浅
羽
浩
準
備
委
員
長

（
同
窓
会
長
）
が
実
行
委
員
長

を
務
め
、
野
村
賢
一
校
長
・
名

倉
康
二
P
T
A
会
長
が
副
委
員

長
を
務
め
る
。
大
橋
正
己
学
校

後
援
会
理
事
長
は
顧
問
に
就
任

し
た
。
実
行
委
員
会
で
は
、
記

念
事
業
が
承
認
さ
れ
た
。

浅
羽
実
行
委
員
長
は
、
総

会
に
お
い
て
、
1
0
0
周
年
記

念
事
業
の
趣
旨
を
語
り
、
「
記

念
事
業
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に

は
、
是
非
と
も
多
く
の
卒
業
生

の
支
援
が
必
要
」
と
述
べ
、
理

解
と
協
力
を
訴
え
た
。

こ
の
４
月
に
磐
田
南
高
校

の
校
長
に
就
任
し
ま
し
た
野
村

賢
一
と
申
し
ま
す
。
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

最
近
の
学
校
の
様
子
で
す

が
、
全
日
制
で
は
昨
年
度
は
軒

並
み
中
止
と
な
っ
た
行
事
を
何

と
か
実
施
で
き
て
い
ま
す
。
は

ぐ
ま
祭
も
外
部
か
ら
の
入
場
者

を
制
限
し
、
一
部
の
展
示
は
取

り
や
め
る
形
で
開
催
し
ま
し

た
。
授
業
も
含
め
た
学
校
生
活

の
様
々
な
場
面
で
生
徒
に
は
我

慢
を
強
い
て
お
り
、
申
し
訳
な

く
感
じ
ま
す
が
、
元
気
に
楽
し

そ
う
に
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る

姿
に
、
多
少
は
心
が
救
わ
れ
て

い
ま
す
。

定
時
制
は
、
県
内
で
唯
一
入

試
の
倍
率
が
１
倍
を
超
え
て
い

ま
す
。
難
関
を
突
破
し
て
き
た

だ
け
あ
っ
て
、
し
っ
か
り
し
た

目
標
を
持
ち
、
授
業
へ
の
取
組

も
熱
心
で
す
。
仕
事
と
学
業
を

両
立
さ
せ
て
い
る
定
時
制
の
生

徒
た
ち
は
、
本
当
に
立
派
だ
と

思
い
ま
す
。

学
校
と
し
ま
し
て
は
、
生
徒

が
充
実
し
た
高
校
生
活
を
送
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
精
一
杯
支

援
す
る
所
存
で
お
り
ま
す
の

で
、
同
窓
生
の
皆
様
に
も
、
母

校
の
教
育
活
動
に
対
し
、
こ
れ

ま
で
以
上
の
御
理
解
、
御
協
力

を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

筆
。
20
年
に
わ
た
り
校
長
職

を
務
め
、
母
校
教
育
の
基
礎

を
築
き
上
げ
た
尾
崎
校
長
の

『
1
0
0
年
史
』
編
集
作
業

が
進
ん
で
い
る
。
大
き
く
、

学
校
創
立
1
0
0
周
年
記

念
事
業
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク
が
決
定
し
た
。

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
選
ば
れ
た

の
は
、
定
時
制
課
程
の
菊
ク
リ

ス
ト
フ
ァ
さ
ん
（
4
年
：
昨
年

度
）
の
作
品
で
、
菊
さ
ん
は
、

「
磐
田
南
高
校
が
創
立
1
0
0

年
目
を
迎
え
る
と
い
う
こ
と

を
、
詩
的
に
文
学
的
に
表
現
し

た
い
と
考
え
た
。
1
0
0
年
と

い
う
時
間
を
超
え
て
、
母
校
が

ロ
マ
ン
チ
ッ
ク
で
ド
ラ
マ
チ
ッ

ク
に
発
展
し
つ
つ
存
続
し
て
い

く
こ
と
を
願
っ
て
作
成
し
た
」

と
語
っ
た
。

通
史
（
Ⅰ
部
）、
各
界
で
活
躍

す
る
卒
業
生
（
Ⅱ
部
）、
資
料

編
か
ら
構
成
さ
れ
る
。
在
学

中
の
出
来
事
・
恩
師
の
思
い

出
等
を
す
べ
て
の
学
年
で
執

筆
す
る
「
学
年
コ
ラ
ム
」、
近

年
の
部
活
動
の
取
組
を
生
徒

た
ち
が
取
材
し
執
筆
す
る
「
平

成
期
の
部
活
動
」
な
ど
、
こ

れ
ま
で
の
校
史
に
は
な
い
構

成
。
全
体
で
約
1
0
0
0
頁
。

母
校
1
0
0
年
の
歩
み
を
多

面
的
に
描
く
。

『
評
伝　

尾
崎
楠
馬
〜
教
育

に
捧
げ
た
生
涯
〜
』
も
執
筆
が

進
む
。
1
0
0
年
史
編
集
委

員
の
津
川
悟
さ
ん
（
高
35
回
）

が
10
年
を
か
け
て
調
査
し
た

資
料
や
近
年
発
見
さ
れ
た

『
尾
崎
日
記
』
を
も
と
に
執

シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
に

採
用
さ
れ
た
の
は
、
全

日
制
課
程
の
神
田
留
鈴

夢
さ
ん
（
3
年
：
昨
年

度
）
の
作
品
。

神
田
さ
ん
は
、「
安
定
し

た
印
象
を
与
え
る
正
方
形

を
中
心
に
、
躍
動
す
る
円

を
配
置
す
る
こ
と
で
、
磐

田
南
高
校
が
積
み
上
げ
て

き
た
伝
統
と
未
来
へ
の
発

展
を
表
現
し
た
か
っ
た
」

「
校
章
に
使
わ
れ
て
い
る
エ
ン

シ
ュ
ウ
ハ
グ
マ
の
花
を
付
け
加

え
る
こ
と
で
、
凛
と
し
た
品
格

と
生
命
力
に
満
ち
た
力
強
さ
を

描
き
込
み
た
か
っ
た
」
と
語
っ

た
。
な
お
、
赤（
質
実
剛
健
）
緑

（
文
武
両
道
）
青（
真
剣
至
誠
）
の

3
色
で
校
訓
を
表
現
し
て
い
る
。

教
育
観
、
生
徒
と
の
深
い
繋

が
り
が
時
代
背
景
と
と
も
に

描
か
れ
る
。

学
校
創
立
1
0
0
周
年
ま
で
、
あ
と
1
年
。
募
金
活
動
が
始
ま
る
な
ど
、
準
備
が
本
格
化
す

る
。
夏
の
総
会
に
向
け
て
の
評
議
員
会
は
昨
年
に
引
き
続
き
書
面
表
決
と
な
り
、
総
会
は
初
め

て
オ
ン
ラ
イ
ン
で
開
催
さ
れ
た
。
慰
霊
祭
は
、
規
模
を
縮
小
し
て
開
催
さ
れ
、
過
去
2
年
間
の

物
故
者
の
霊
を
慰
め
た
。〈
関
連
記
事
＝
2
面
・
3
面
〉

卒業生の皆さんへ
■母校100年の歩みを深く知る
『100年史』編集作業では、でき
るだけ多くの卒業生の足跡を記録
するよう、編集委員一同精力的に
調査を進めるとともに、卒業年次
ごとに当時の学校生活を執筆して
いただくなど、在校生を含め幅広
い年代の方々に執筆作業に参画し
ていただいているところです。
母校の歩みや諸先輩の生き方を
知ることにより、卒業生・在校生
の皆さんは、これまで以上に母校
に誇りを持つに違いありません。

■母校の教育活動を支援する
防風堤・プール・はぐま会館等
の建設や国際交流事業等々、私た
ちは諸先輩による教育活動支援の
恩恵を受け、充実した学校生活を
送ることができました。諸先輩に
感謝するとともに、母校がますま
す発展することを願い、記念事業
を支え、応援することに努めよう
ではありませんか。
同窓生の皆さんの御理解と御協力
を衷心よりお願い申し上げます。

（実行委員長　浅羽  浩）

１　はぐま会館改修・新築校舎空調設備拡充事業
はぐま会館のトイレ洋式化・空調設備更新等
新校舎特別教室の空調設備整備

２　尾崎教育振興基金充実事業
部活動・国際交流活動等支援

３　記念刊行物出版事業
『見中・磐田南高校100年史』
『評伝 尾崎楠馬』『回想録 第3号』

４　記念式典開催事業
2022（令和４）年11月11日㈮
新磐田市文化会館「かたりあ」

５　広報･募金活動事業　
100周年記念事業広報・募金活動

５つの記念事業

ス
ロ
ー
ガ
ン
『
1
0
0
ペ
ー
ジ
目
。物
語
は
ま
だ
続
い
て
い
く
。』

学
校
創
立
1
0
0
周
年
記
念
事
業

募
金
活
動
に
是
非
協
力
を

学
校
創
立
1
0
0
周
年
記
念
事
業

募
金
活
動
に
是
非
協
力
を

野
村
賢
一
校
長

  

（
高
34
回
）着
任

記
念
刊
行
物
の

編
集
作
業
進
む

見
中・磐
田
南
高
等
学
校

同
窓
会
だ
よ
り

見
中・磐
田
南
高
等
学
校

同
窓
会
だ
よ
り
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総合建設業

私
た
ち
が
実
行
委
員
会
を

立
ち
上
げ
た
昨
年
5
月
頃
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
流
行
に
よ
る
休
校
等
が

話
題
と
な
っ
た
時
期
で
し
た
。

そ
の
当
時
は
、
感
染
症
の
流

行
が
こ
こ
ま
で
長
引
く
と
は

全
く
考
え
て
お
ら
ず
、
年
明

け
の
同
期
生
の
同
窓
会
、
8

月
の
磐
田
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル

で
の
総
会
を
例
年
通
り
開
催

す
る
予
定
を
し
て
お
り
ま
し

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
感
染

症
は
日
を
追
う
ご
と
に
拡
大

を
続
け
、
計
画
の
変
更
を
余

儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。
予
期
せ
ぬ

事
態
の
中
、
総
会
を

中
止
す
る
と
い
う
案

も
出
ま
し
た
が
、
簡

単
に
諦
め
て
し
ま
う

の
で
は
な
く
、
何
と

か
こ
の
状
況
を
打
開

し
よ
う
と
話
し
合
い

を
重
ね
、
最
終
的
に

オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
と

い
う
形
を
採
用
す
る

に
至
り
ま
し
た
。
今

回
の
テ
ー
マ
で
あ
る

8
月
15
日
㈰
、
は
ぐ
ま
会
館

に
お
い
て
総
会
担
当
年
次
の
プ

レ
ー
ト
引
継
ぎ
が
行
わ
れ
た
。

学
校
創
立
1
0
0
周
年
と
な

る
来
年
度
は
、
安
間
浩
喜
実

行
委
員
長
（
高
53
回
）
の
も

と
で
総
会
が
開
催
さ
れ
る
。

安
間
さ
ん
は
、「
同
期
生
の
力

を
結
集
し
、
母
校
1
0
0
周

年
を
お
祝
い
し
た
い
」
と
決

意
を
述
べ
た
。

『
継
ぐ
伝
統
、
つ
な
げ
る
未
来
』

は
、
こ
の
時
の
「
コ
ロ
ナ
禍

と
い
う
異
例
の
状
況
の
中
で

も
、
先
輩
方
が

培
っ
て
き
た
伝

統
を
し
っ
か
り

と
引
継
ぎ
、
こ

れ
か
ら
先
の
世

代
へ
も
繋
い
で

い
き
た
い
」
と

い
う
思
い
を
表

し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
コ

ロ
ナ
禍
と
い
う

こ
と
で
準
備
活

動
で
の
集
ま
り

も
制
限
す
る
必

要

が

あ

り
、
ま
た

初
の
試
み

で
あ
り
前

例
が
通
用

し
な
い
等
、
試
行
錯
誤

の
連
続
で
し
た
。
し
か

し
、
総
会
終
了
時
、
は
ぐ
ま

会
館
に
成
功
を
喜
ぶ
拍
手
が

鳴
り
響
い
た
と
き
の
達
成
感

は
忘
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
、
仕
事
や
家
庭
が
大
変

忙
し
い
中
、
一
丸
と
な
っ
て
準

備
を
行
っ
て
く
れ
た
同
期
生
が

居
て
く
れ
た
こ
と
は
、
本
当
に

嬉
し
く
感
謝
の
気
持
ち
し
か
あ

り
ま
せ
ん
。
卒
業
後
22
年
振
り

に
集
ま
っ
た
同
期
生
で
活
動
し

た
こ
の
経
験
は
、
き
っ
と
良
い

思
い
出
に
な
る
で
し
ょ
う
。

8
月
14
日
㈯
、
会
長
・
副
会

長
・
金
山
真
弘
総
会
実
行
委
員

長
（
高
52
回
）
ら
が
見
性
寺
を

訪
れ
、
初
代
校
長
尾
崎
楠
馬
先

生
の
墓
前
に
て
、
リ
モ
ー
ト
総

会
開
催
や
創
立
1
0
0
周
年

記
念
事
業
の
進
捗
状
況
を
報
告

し
た
。
次
年
度
、
総
会
開
催
担

当
年
次
代
表
の
安
間
浩
喜
さ
ん

（
高
53
回
）
ら
も
参
列
し
た
。

8
月
15
日
㈰
、
は
じ
め
て
の
リ
モ
ー
ト
総
会
が
開
催
さ
れ
、
個
人
宅
か
ら
の
参
加
を
中
心
に
、
同
期

生
ら
の
集
合
参
加
な
ど
、
合
わ
せ
て
1
8
0
人
余
（
推
計
）
が
参
加
。
関
東
地
区
都
県
や
中
国
在
住
同

窓
生
も
参
加
し
、「
盛
沢
山
の
内
容
で
充
実
し
て
い
た
」
等
の
声
が
寄
せ
ら
れ
た
。
総
会
へ
の
取
組
を
金
山

実
行
委
員
長
（
高
52
回
）
に
振
り
返
っ
て
い
た
だ
い
た
。

金
メ
ダ
ル

銀
メ
ダ
ル

銅
メ
ダ
ル

①高 3 回 杉本哲郎さん（左）・石井進さん（中）
「太平洋戦争の最中、見付中校に入学、8月に終戦。新しい日本への変動期であっ
た。多くの同級生が社会で活躍したことを誇りに思う」石井進さん（高 3回）

②高 4 回 新井清作さん（左）
「学制や男女共学への改革を経験した。コロナウイルス感染者急増下において、
卒業後 70年と米寿の二重の喜びの年に祝って頂き有難い」新井清作さん（高 4回）

③高 13 回 左から 大石哲也さん・鈴木常美さん・池谷孝弘さん
「健康や体力維持を心掛け、世事に関心を持ち続けたい。100周年記念事業の成功、
母校の一層の充実と皆様の活躍を願っている」大石哲也さん（高 13回）

④高14 回（後列）左から 山田信英さん・鈴木義則さん・大杉周久さん
　（前列）左から 青島克樹さん・高塚昌一さん
「同窓生は生涯の友。皆様のお陰で銀メダルを頂戴し有難い」青島克樹さん（高14回）

⑤高 23 回 左から 鈴木博雄さん・八木正文さん・田中正人さん
「学生運動、大阪万博など、時代の節目という思いを抱いて高校生活を送っていた」
八木正文さん（高 23回）

⑥高 24 回 左から 三井智さん・酒井勇二さん・平野徹さん
「幸い高度成長期に生きてきた。これからも社会貢献できることを見出し人生を
豊かに歩んでいきたい」酒井勇二さん（高 24回）

（詳細はホームページに掲載）

2
0
2
2
年
度
の
総
会
担
当
は
高
53
回
生

2
0
2
2
年
度
の
総
会
担
当
は
高
53
回
生

1
0
0
周
年
さ
ら
に
そ
の
先
へ

つ
な
げ
る
思
い

総
会
実
行
委
員
長
　金
山 

真
弘（
高
52
回
）

メ
ダ
ル
受
賞
者
の
喜
び
の
声
役
員
ら 

尾
崎
校
長
墓
前
に
て

リ
モ
ー
ト
総
会
開
催
報
告

役
員
ら 

尾
崎
校
長
墓
前
に
て

リ
モ
ー
ト
総
会
開
催
報
告

安間浩喜実行委員長（中央）安間浩喜実行委員長（中央）
吉田将洋さん（左）乗松一徳さん（右）吉田将洋さん（左）乗松一徳さん（右）

総会の企画・運営に当たった高 52 回生総会の企画・運営に当たった高 52 回生
（後列）及川公子さん・太田愛さん・鈴木智一朗さん・金山真弘さん・松村朋子さん・鈴木歩美さん（後列）及川公子さん・太田愛さん・鈴木智一朗さん・金山真弘さん・松村朋子さん・鈴木歩美さん
（前列）野尻都仁夫さん・石部淳さん・寺本亮平さん・岩瀬俊之さん・平野慎亮さん（前列）野尻都仁夫さん・石部淳さん・寺本亮平さん・岩瀬俊之さん・平野慎亮さん

総会運営にあたる高 52 回生（はぐま会館）総会運営にあたる高 52 回生（はぐま会館）

①①

③③

⑤⑤

②②

④④

⑥⑥

●●高3回生は高3回生は金メダル授与に感謝し、「金メダル授与に感謝し、「100 周年記念事業に役立てて欲しい100 周年記念事業に役立てて欲しい」」
と同窓会にと同窓会に寄付金を贈呈した。寄付金を贈呈した。

総会実行委員長総会実行委員長
金山 真弘（高52回）金山 真弘（高52回）
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■ファミリーマート  浜松白鳥店
〒435-0002  浜松市東区白鳥町101-2
TEL.053-423-4211
■ファミリーマート  磐田駅前店
〒438-0078  磐田市中泉627-1
TEL.0538-39-5023
■ファミリーマート  浜松小池町店
〒435-0056  浜松市東区小池町65
TEL.053-432-5751
■ファミリーマート  浜松鴨江店
〒432-8023  浜松市中区鴨江1-10-3
TEL.053-457-7202
■ファミリーマート  掛川駅南店
〒436-0028  掛川市亀の甲2-2-17
TEL.0537-62-1550
■ファミリーマート  吉田町片岡店
〒421-0303  榛原郡吉田町片岡949-9
TEL.0548-34-5171

■ファミリーマート  岡崎細川町店
〒444-2149  岡崎市細川町字長原52-59
TEL.0564-66-8101
■ファミリーマート  岡崎両町店
〒444-0023  岡崎市両町2-17
TEL.0564-65-3708
■ファミリーマート  岡崎日名本町店
〒444-0916  岡崎市日名本町2-18
TEL.0564-65-3431
■ファミリーマート  豊田高岡本町店
〒473-0922  豊田市高岡本町中部350-4
TEL.0565-51-2280
■ファミリーマート  豊田生駒町店
〒473-0928  豊田市生駒町東山718-1
TEL.0565-59-1735
■ファミリーマート  豊田おしかも店
〒470-1207  豊田市鴛鴨町長根208-1
TEL.0565-71-5221

ファミリーマート磐田駅前店
〒438-0078  静岡県磐田市中泉627-1
TEL 0538-39-5023  FAX 0538-37-0765

代表取締役
村松 明久［高28回卒］

〒438-0814 磐田市気子島961
TEL 0538-36-9261　FAX 0538-37-3572

鷹 野　靖　（高15回）

今
春
に
は
、
総
会
・
懇
親
会

で
の
経
験
を
生
か
し
て
、

2
0
0
5
年
度
以
来
継
続
し

て
い
る
「
新
卒
歓
迎
会
」
を
オ

ン
ラ
イ
ン
に
よ
り
開
催
し
た
。

い
ず
れ
も
メ
イ
ン
会
場
で
あ
る

新
宿
区
立
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

関
東
支
部
の
活
動
が
活
発
で
あ
る
。

昨
秋
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
同
窓
会
活
動
を
直
撃
し
、
本

部
の
総
会
を
は
じ
め
県
内
外
の
支
部
総
会
が
軒
並
み
中
止
さ
れ
る

中
、
関
東
支
部
は
、
11
月
14
日
㈯
、
ビ
デ
オ
会
議
シ
ス
テ
ム

Z
o
o
m
を
使
用
し
て
リ
モ
ー
ト
総
会
・
懇
親
会
を
実
現
し
た
。

5
月
26
日
㈬
、
大
沢
健
一
先
生
（
高
27
回
）
が
病
気
の
た
め
急

逝
さ
れ
た
。
29
年
に
わ
た
る
在
任
中
、
数
学
や
弦
楽
部
指
導
に
あ

た
り
、
多
く
の
生
徒
か
ら
慕
わ
れ
た
。
は
ぐ
ま
祭
（
6
月
4
・
5
日
）

で
は
、
生
徒
た
ち
だ
け
で
心
を
籠
め
た
演
奏
が
行
わ
れ
た
。

同
期
の
加
藤
光
久
さ
ん
が
追
悼
文
を
寄
せ
た
。

分
館
に
10
名
ほ
ど
の
役
員
が
集

ま
り
、
情
報
機
器
に
精
通
し
た

大
学
生
の
支
援
を
得
て
開
催
さ

れ
た
。
総
会
で
は
、
海
外
（
ド

イ
ツ
）
か
ら
の
参
加
や
ビ
デ
オ

メ
ッ
セ
ー
ジ
も
あ
り
、
オ
ン
ラ

イ
ン
の
強
み
を
発
揮
し
た
。

こ
の
6
月
、
昨
年
度
は

中
止
さ
れ
た
「
は
ぐ
ま
祭
」

が
、
外
部
か
ら
の
参
加
者

を
保
護
者
に
限
定
し
て
開

催
さ
れ
た
。
校
内
に
は
、

関
東
支
部
が
作
成
し
た
巨

大
な
ポ
ス
タ
ー
が
登
場
し

た
。「
同
窓
会
は
、
ワ
ー
ム

ホ
ー
ル
だ
。」
と
銘
打
ち
、

関
東
支
部
の
同
窓
会
活
動

の
魅
力
を
訴
え
て
い
る
。

ポ
ス
タ
ー
に
は
、
4
月

に
開
設
し
た
「
つ
な
が
る

磐
南
ブ
ロ
グ
」
も
紹
介
さ

れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
東

京
や
全
国
各
地
で
暮
ら
す
卒

業
生
が
各
々
の
生
活
体
験
を

踏
ま
え
て
、
後
輩
の
大
学
生

に
充
実
し
た
大
学
生
活
を
送

る
た
め
の
情
報
提
供
を
し
、
後

輩
を
支
援
す
る
こ
と
を
ね
ら

い
と
し
て
い
る
。

近
年
、
関
東
地
区
の
大
学
に

進
学
す
る
磐
南
生
が
少
な
く

な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と

危
惧
す
る
関
東
支
部
は
、
試
行

錯
誤
し
な
が
ら
「
こ
れ
は
い
い

か
も
し
れ
な
い
」
と
思
う
こ
と

は
、「
ま
ず
や
っ
て
み
る
」
こ

と
を
大
事
に
し
て
、
活
動
内
容

を
進
化
さ
せ
て
い
る
。

対
面
に
よ
る
総
会
の
早
期

再
開
を
願
い
つ
つ
、
各
地
で
新

し
い
形
の
繋
が
り
づ
く
り
が
模

索
さ
れ
て
い
る
。（
編
集
委
員
）

彼
が
、
茅
ヶ
崎
高
校
の
赴
任

を
終
え
て
西
坂
の
実
家
に
戻
っ

て
き
た
頃
、
自
宅
が
30
メ
ー
ト

ル
程
度
の
距
離
で
あ
る
こ
と
も

あ
っ
て
、
よ
く
飲
ん
だ
。

あ
る
時
、
C
Ｐ
と
い
え
ば

コ
マ
ー
シ
ャ
ル
・
ペ
ー
パ
ー

（
無
担
保
約
束
手
形
）
の
略
で

し
ょ
う
。
い
や
い
や
C
Ｐ
は

セ
レ
ブ
ラ
ル
・
パ
ル
シ
ー
（
運

動
機
能
障
害
）
の
略
だ
。
普

通
は
コ
ス
ト
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
で
し
ょ
。
な
ど
と
い
う
異

種
意
見
の
交
換
を
き
っ
か
け

に
、
同
級
生
で
土
曜
会
と
称

し
月
1
回
集
ま
ろ
う
と
い
う

こ
と
と
な
っ
た
。

基
本
的
に
は
コ
ー
ヒ
ー
と

ケ
ー
キ
だ
け
で
、
自
ら
の
体
験

や
知
見
を
も
と
に
政
治
、経
済
、

物
理
、
科
学
、
文
化
、
様
々
な

ジ
ャ
ン
ル
の
話
題
に
つ
い
て
話

し
込
ん
で
き
た
。
単
な
る
お

し
ゃ
べ
り
会
の
よ
う
な
感
じ
も

す
る
が
、
身
近
な
異
業
種
交
流

会
と
し
て
、
以
来
30
年
を
超
え

て
毎
月
集
ま
っ
て
い
る
。
こ
こ

何
年
間
は
彼
が
幹
事
的
役
割
を

担
っ
て
く
れ
て
い
た
。

か
つ
て
は
家
族
交
流
会
を

し
た
こ
と
も
あ
っ
た
し
、
大
型

商
業
施
設
に
宿
泊
視
察
に
行
っ

た
こ
と
も
あ
っ
た
。
横
須
賀
の

軽
便
跡
地
の
見
学
に
1
泊
で

行
っ
た
こ
と
も
あ
る
。

同
級
生
な
の
で
彼
の
授
業

を
受
け
た
こ
と
は
な
い
が
、

7
月
14
日
㈬
、
高
24
回
代
表

の
酒
井
勇
二
さ
ん
・
平
野
徹
さ

ん
・
三
井
智
さ
ん
が
学
校
を
訪

れ
、
卒
業
後
50
年
事
業
で
あ
る

母
校
へ
の
寄
付
金
贈
呈
を
行
っ

た
。
ま
た
、
高
33
回
代
表
の
寺

田
浩
敏
さ
ん
・
松
下
和
弘
さ
ん

が
、
同
じ
く
卒
業
後
40
年
事
業

と
し
て
、
同
窓
会
に
寄
付
金
を

贈
呈
し
た
。
野
村
校
長
・
浅
羽

会
長
は
、
そ
れ
ぞ
れ
感
謝
の
意

を
伝
え
た
。
そ
の
後
、
在
学
当

時
の
校
舎
や
富
士
登
山
な
ど
の

学
校
行
事
、
理
系
の
男
子
だ
け

の
ク
ラ
ス
編
成
な
ど
、
思
い
出

話
に
花
を
咲
か
せ
た
。

様
々
な
要
素
が
教
師
と
し
て
の

魅
力
に
な
っ
て
い
る
の
で
は
な

い
か
と
思
う
。い
つ
だ
っ
た
か
、

専
門
は
数
学
だ
け
れ
ど
、
生
徒

た
ち
に
幅
広
い
興
味
を
も
た
せ

る
た
め
、
授
業
の
入
り
方
に
つ

い
て
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
い
る

と
、
藤
原
正
彦
さ
ん
や
異
分
野

の
書
籍
を
片
手
に
熱
く
語
っ
て

い
た
こ
と
を
思
い
出
す
。

私
が
知
る
限
り
に
お
い
て
、

音
楽
に
つ
い
て
の
力
量
は
秀
逸

で
、
自
身
が
チ
ェ
ロ
の
奏
者
で

あ
り
な
が
ら
、
弦
楽
合
奏
部
の

顧
問
と
し
て
指
導
に
情
熱
を
傾

け
て
い
た
。
は
ぐ
ま
祭
で
演
奏

す
る
サ
ザ
ン
の
楽
曲
を
、
よ
り

魅
力
的
な
メ
ド
レ
ー
に
す
る
た

め
に
、
ピ
ア
ノ
に
向
か
っ
て
ア

レ
ン
ジ
と
譜
面
起
こ
し
に
膨
大

な
時
間
を
費
や
し
て
い
た
こ
と

を
知
っ
て
い
る
。

ま
た
、
あ
る
時
、
仮
に
東
南

海
地
震
の
避
難
警
報
が
出
た

際
、
前
の
浜
（
鮫
島
海
岸
あ
た

り
）
で
5
分
以
内
に
避
難
で
き

る
避
難
タ
ワ
ー
は
何
基
必
要
か

と
い
う
問
い
か
け
を
し
た
時
、

丁
寧
に
図
示
し
て
く
れ
た
こ
と

が
あ
る
。
そ
の
ペ
ー
パ
ー
は
あ

る
方
に
渡
し
た
が
、
仕
事
と
は

無
関
係
な
話
題
に
も
真
摯
に
取

り
組
ん
で
く
れ
た
。
彼
の
生
き

様
の
一
端
で
あ
る
。

訃
報
を
知
っ
た
翌
月
の
土

曜
会
で
は
、
一
人
ひ
と
り
記
憶

を
た
ど
っ
て
彼
を
偲
ん
だ
。
美

術
館
巡
り
の
話
等
新
た
な
一
面

を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

「
管
理
職
を
目
指
す
教
員
も

い
る
が
、
俺
は
ず
っ
と
教
師
だ

な
」
そ
う
言
っ
た
時
の
顔
を
思

い
出
し
、
そ
の
言
葉
の
意
味
を

あ
ら
た
め
て
噛
み
し
め
る
。

8
月
15
日
㈰
、
は
ぐ
ま
会
館

に
お
い
て
慰
霊
祭
が
開
催
さ
れ

た
。
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
の
た
め

式
典
を
開
催
で
き
な
か
っ
た
昨

年
度
の
物
故
者
を
含
め
、
過
去

2
年
間
の
同
窓
生
・
恩
師
物
故

者
並
び
に
担
当
年
次
同
期
生
物

故
者
の
霊
を
慰
め
る
催
し
が
厳

粛
に
行
わ
れ
た
。
感
染
症
へ
の

対
応
に
つ
い
て
関
係
者
で
協
議

を
重
ね
、
規
模
を
縮
小
し
て
行

わ
れ
た
。

加
藤
治
実
行
委
員
長
（
高
43

回
）、
上
原
弘
樹
副
実
行
委
員

長
（
高
42
回
）
は
、
そ
れ
ぞ
れ

同
級
生
を
代
表
し
て
、
早
逝
し

た
仲
間
の
冥
福
を
祈
り
「
自
分

た
ち
に
与
え
ら
れ
た
命
を
大
切

に
し
、
出
来
る
限
り
社
会
貢
献

し
た
い
」
と
誓
っ
た
。

コ
ロ
ナ
禍
の
中
で
活
動
を

続
け
る
関
東
支
部 

大
沢
健
一
君
の
逝
去
を
悼
む

〜「
土
曜
会
」の
こ
と
〜
加
藤 

光
久（
高
27
回
）

慰
霊
祭
規
模
縮
小

し
て
開
催

高
24
回
学
校
へ

高
33
回
同
窓
会
へ

寄
付
金
贈
呈 大沢健一先生大沢健一先生

関東支部関東支部
リモート総会を開催リモート総会を開催

新宿区立消費生活センター分館にて新宿区立消費生活センター分館にて

高 24 回高 24 回
左から  酒井さん・三井さん・平野さん左から  酒井さん・三井さん・平野さん

高 33 回高 33 回
左から  松下さん・寺田さん左から  松下さん・寺田さん
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〒438-0077 磐田市国府台59-8
 TEL.0538-32-7792
 https://www.katouroumu.com

加藤光久（高27回） 加藤正之（高60回）
加藤労務管理事務所

６代目店主  山田 佳幸（高28回）
磐田市中泉坂上町 TEL・FAX 0538-32-3340  ホームページ ▶ kashiyu.jp

運
動
場
拡
張
、
防
風
堤
築
造
は
、
生
徒
職

員
の
勤
労
作
業
に
よ
り
行
わ
れ
、
労
作
教
育

が
広
く
知
れ
渡
る
。

毎
日
の
よ
う
に
運
動
場
の
整
備
、
防
風
堤

の
築
造
そ
の
他
の
校
内
整
備
が
行
わ
れ
、
近

隣
他
校
の
生
徒
か
ら
は
『
ド
カ
中
＝
土
方
中

学
の
意
』
と
呼
ば
れ
る
。

プ
ー
ル
の
建
設
も
生
徒
職
員
の
手
で
行
っ

た
。
プ
ー
ル
が
完
成
し
た
9
月
第
1
回
校
内

水
上
大
会
が
行
わ
れ
た
。

開
校
に
先
立
ち
、
2
月
尾
﨑
初
代
校
長
が

就
任
し
、
開
校
準
備
の
事
務
を
開
始
す
る
。

4
月
中
泉
農
学
校
に
お
い
て
入
学
式
、
見

付
町
五
階
堂
（
旧
見
付
学
校
）
を
仮
校
舎
と

す
る
。
7
月
本
館
が
竣
工
し
、
移
転
す
る
。

「
人
材
の
育
成
と
人
格
の
陶
冶
を
も
っ
て
教

育
の
眼
目
と
な
す
」（
基
本
目
標
）

5
年
生
ま
で
揃
っ
た
1
9
2
6
（
昭
和
元
）

年
11
月
6
日
開
校
式
を
挙
行
し
、
祝
い
の
提

灯
行
列
が
街
に
繰
り
出
す
。

「
精
神
の
糧
を
与
え
、
智
徳
を
啓
発
」
し
た

い
と
い
う
尾
崎
校
長
の
構
想
を
実
現
し
た
も

の
。
広
い
閲
覧
室
と
六
千
巻
の
蔵
書
は
、
県

下
一
で
あ
っ
た
。

1
9
3
2
（
昭
和
7
）
年
の
ロ
サ
ン
ゼ
ル

ス
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
、
5
年
生
の
牧
野
正
蔵

選
手
が
出
場
し
、
1
5
0
0
m
自
由
形
で
銀

メ
ダ
ル
を
受
賞
し
た
。

鷲
津
小
の
牧
野
選
手
を
誘
っ
た
の
は
小
田

原
教
頭
、
見
中
の
労
作
教
育
に
傾
倒
し
て
い

た
当
時
の
鷲
津
小
校
長
は
「
牧
野
を
大
成
さ

せ
る
の
は
こ
の
学
校
以
外
な
い
」
と
快
諾
し

た
（『
回
想
録
』
創
刊
号
よ
り
）。

1
9
3
6
年
の
ベ
ル
リ
ン
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
は
、
3
選
手
が
出
場
し
活
躍
し
た
。

寺
田
登
が
1
5
0
0
ｍ
自
由
形
で
金
メ
ダ

ル
、
杉
浦
重
雄
が
8
0
0
ｍ
R
自
由
形
で
金

メ
ダ
ル
、
牧
野
正
蔵
が
4
0
0
m
自
由
形
で　

銅
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
。

見
中
水
泳
部
の
名
は
全
国
に
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

3
年
生
以
上
は
通
年
学
徒
動
員
と
し
て
鈴

木
織
機
や
日
本
楽
器
等
で
働
い
た
。

見
中
20
回
生
は
、
愛
知
県
の
枇
杷
島
三
菱

重
工
に
赴
き
、
学
校
に
戻
る
こ
と
な
く
1
年

繰
り
上
げ
の
卒
業
式
を
工
場
で
行
っ
た
。

新
学
制
施
行
に
伴
い
、
静
岡
県
立
磐
田
第

一
高
等
学
校
と
な
る
。

遠
州
地
方
を
中
心

に
分
布
し
て
い
る
エ

ン
シ
ュ
ウ
ハ
グ
マ
の

葉
を
図
案
化
し
た
校

章
を
制
定
す
る
。

1
9
4
9
（
昭
和
24
）
年
、
静
岡
県
立
磐

田
南
高
等
学
校
と
改
称
す
る
。

こ
の
年
男
女
共
学
と
な
っ
た
。
女
子
1
期

生
の
鈴
木
ま
起
さ
ん
（
高
４
回
）
は
「
更
衣

室
も
保
健
室
も
女
子
ト
イ
レ
も
な
く
、
女
性

教
師
も
居
ら
れ
ず
、戸
惑
う
こ
と
の
連
続
だ
っ

た
が
、
学
ぶ
こ
と
に
自
信
と
楽
し
さ
を
も
て

た
。
ク
ラ
ブ
活
動
で
は
上
級
生
男
子
が
積
極

的
に
指
導
し
、
知
識
と
実
践
を
深
め
て
い
っ

た
」
と
語
っ
て
い
る
。

プ
レ
1
0
0
周
年
特
集

見
中
・
磐
田
南 

重
大
ニ
ュ
ー
ス

尾
﨑
楠
馬
初
代
校
長
就
任
、開
校
1922

防
風
堤
・
プ
ー
ル
完
成

1926

独
立
図
書
館
開
館

1932

学
制
改
革
に
よ
り
校
名
変
更
1948

校
名 

磐
田
南
高
校
に

男
女
共
学
ス
タ
ー
ト

1949

戦
時
中
の
勤
労
動
員

1944

尾崎校長（中央）、小田原教頭（左から 2 人目）

完成した大防風堤と小田原教頭

生徒が誇りにした「超中学級大図書館」

（左から）牧野、寺田、杉浦の 3 選手凱旋

磐田第一高等学校便覧

動員先の鈴木織機にて

当時の学校風景 校章

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
水
泳
選
手
輩
出

1932
1936

牧野正蔵選手凱旋の日

50mプールの建設作業

開校式後の提灯行列
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地域に密着した医療を目指します

往診応談　禁煙治療（保険可）

内科・小児科　木佐森医院
院長　木佐森正樹（高25回）
〒438-0077 磐田市国府台55－1
 TEL.0538－32－2555

陸
上
部
が
大
活
躍
し
、
全
国
制
覇
を
5
回

果
た
し
た
。

1
9
4
7
（
昭
和
22
）
年
イ
ン
タ
ー
ミ
ド

ル
に
出
場
し
、
学
校
対
抗
の
部
で
優
勝
。

1
9
4
8
年
の
第
1
回
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
も

優
勝
を
果
た
し
た
。

1
9
5
2
（
昭
和
27
）
年
の
第
5
回
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
、
1
9
5
4
年
の
第
7
回
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
も
優
勝
し
、
磐
南
陸
上
部
の
名

を
全
国
に
轟
か
せ
た
。

1
9
7
2
（
昭
和
47
）
年
に
は
、
第
25
回

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
で
優
勝
。
磐
田
駅
前
で
凱
旋

報
告
し
、
学
校
ま
で
パ
レ
ー
ド
を
行
っ
た
。

1
9
6
2
（
昭
和
37
）
年
夜
間
定
時
制
課

程
が
併
設
さ
れ
た
。
募
集
定
員
40
名
。

地
域
の
繊
維
産
業
界
の
要
望
に
基
き
、

1
9
6
7
（
昭
和
42
）
年
昼
間
定
時
制
が

設
置
さ
れ
た
が
、
工
場
閉
鎖
に
伴
い
、

1
9
7
8
（
昭
和
53
）
年
募
集
を
停
止
し
た
。

自
然
科
学
や
数
学
に
興
味
を
も
つ
生
徒
に

体
系
的
な
授
業
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、
我
が

国
の
科
学
技
術
を
担
う
人
材
育
成
の
た
め
に

理
数
科
が
設
置
さ
れ
た
。

理
数
科
1
期
生
は
高
校
25
回
生
。

創
立
60
周
年
記
念
事
業
の
一
環
と
し
て
建

設
さ
れ
た
生
活
館
（
は
ぐ
ま
会
館
）
が
完
成

し
、
式
典
が
挙
行
さ
れ
た
。

は
ぐ
ま
会
館
は
、
授
業
・
補
講
・
部
活
動
・

同
窓
会
活
動
等
に
幅
広
く
活
用
さ
れ
て
い
る
。

創
立
70
周
年
記
念
式
典
に
お
い
て
、
マ
ウ

ン
テ
ン
ビ
ュ
ー
高
校
と
の
姉
妹
校
提
携
の
調

印
が
な
さ
れ
た
。

尾
﨑
教
育
振
興
基
金
の
援
助
を
受
け
、
隔

年
で
相
互
に
訪
問
。
両
校
合
わ
せ
て
現
在
ま

で
に
7
5
0
名
余
が
参
加
。

文
部
科
学
省
よ
り
S
S
H
の
指
定
を
受
け
、

理
科
・
数
学
教
育
に
重
点
を
置
く
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
や
指
導
法
の
研
究
開
発
が
行
わ
れ
た
。

ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
者
に
よ
る
講
演
を
全
校

生
徒
で
聴
講
す
る
な
ど
、
理
数
科
だ
け
で
な

く
普
通
科
生
徒
も
含
め
全
校
で
取
り
組
ん
だ
。

学
校
の
最
大
の
行
事
で
あ
る
は
ぐ
ま
祭
が

中
止
さ
れ
た
。
高
校
総
体
・
高
総
文
祭
も
中

止
と
な
っ
た
。
球
技
大
会
や
体
育
大
会
は
、

学
年
ご
と
に
開
催
さ
れ
た
。

陸
上
部
全
国
制
覇

1947
1948
1952
1954
1972

定
時
制
課
程
の
設
置

1962
1967

理
数
科
設
置

1960

国
際
交
流
事
業
開
始

1992

新
型
コ
ロ
ナ
禍
で
は
ぐ
ま
祭
中
止
2020

学
校
創
立
1
0
0
周
年

2022

S
S
H
の
指
定

（
ス
ー
パ
ー
サ
イ
エ
ン
ス
ハ
イ
ス
ク
ー
ル
）
2003

～

2015

第5回優勝を伝える新聞記事

姉妹校提携の調印式
ホープ校長（左）、石割校長（右）

ニール・トーマス博士を迎え、
分子モーターをテーマにした英語によるセミナー

は
ぐ
ま
会
館
完
成

1983創立60周年・生活館落成記念式典はぐま会館

マウンテンビュー高校第1回訪問（1993）第 9 回訪問団　方広寺にて（2012）

夜間定時制のグループ学習風景昼間定時制生徒たちの下校風景閉校に際し建てられた昼定記念碑（1981年）

磐田駅前での凱旋報告 インターミドル学校対抗優勝
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こ
こ
に
示
し
た
畑
地
が
見
付
中
学
校
校

地
拡
張
地
で
あ
り
、
そ
れ
が
防
風
堤
に
繋

が
っ
た
、
と
は
想
像
で
き
な
い
だ
ろ
う
。

ま
た
、
2
0
0
0
（
平
成
12
）
年
の
同
窓

会
臨
時
評
議
員
会
に
お
け
る
「
校
舎
移
転

も
や
む
な
し
」
と
い
う
決
定
以
降
、
20
年

に
及
ぶ
年
月
を
経
て
、
現
校
地
で
の
校
舎

建
設
が
実
現
す
る
ま
で
の
経
緯
も
あ
ま
り

知
ら
れ
て
い
な
い
。

そ
こ
で
今

回
、
校
地
拡

張
と
現
校
地

で
の
校
舎
建

設
ま
で
の
プ

ロ
セ
ス
を
、

見
中
開
校
式

に
お
け
る
尾

崎
楠
馬
校
長

の
式
辞
を
想

起
し
な
が
ら
、
紹
介
す
る
。

1
9
2
6（
大
正
15
）
年
11
月
6
日
、
開

校
式
式
辞
の
中
で
尾
崎
校
長
は「
天
の
時
は

地
の
利
に
如
か
ず
、
地
の
利
は
人
の
和
に
如

か
ず
」
と
述
べ
た
。
こ
れ
は
時
代
の
要
請
と

こ
の
天
平
文
化
を
偲
ぶ
国
分
寺
の
旧
跡
に
校

地
を
選
定
し
た
こ
と
を
尊
び
、
続
け
て
県
当

局
の
対
応
と
地
域
有
志
・
住
民
な
ど
の
熱
心

な
訴
え
と
職
員
・
生
徒
の
一
致
協
力
に
よ
っ

て
今
日
の
見
中
が
あ
る
、
と
い
う
主
旨
で

あ
っ
た
。
見
中
・
磐
南
の
歴
史
に
は
、
こ
の

式
辞
の「
天
・
地
・
人
の
和
」
同
様
に
、「
天

―
経
済
・
社
会
状
況
、
地
―
立
地
条
件
、
人

―
県
や
学
校
関
係
者
の
尽
力
」
と
い
う
歴
史

の
繋
が
り
が
見
え
て
こ
な
い
だ
ろ
う
か
。

小
田
原
先
生
の
評
伝
「
さ
む
ら
い
教
師

伝
」
に
は
「
1
9
2
2
（
大
正
11
）
年
の
時

点
で
5
0
0
名
定
員
で
あ
っ
た
が
、

1
9
2
4
年
に
定
員
7
5
0
名
に
変
更
す
る

こ
と
を
決
定
し
た
。
当
時
周
辺
の
畑
地
に
は

住
居
が
建
ち
始
め
て
お
り
、
今
後
、
7
5
0

名
の
生
徒
が
学
校
生
活
を
送
っ
て
い
く
場
合

に
、
ト
ラ
ッ
ク
一
面
で
は
体
育
の
授
業
も
ま

ま
な
ら
な
い
こ
と
を
懸
念
し
、
尾
崎
校
長
と

相
談
し
て
校
地
拡
張
を
す
る
決
断
を
し
た
」

と
い
う
主
旨
の
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

は
ぐ
ま
会
館

所
蔵
の
2
枚
の

資
料
が
そ
の
事

実
を
裏
付
け
て

い
る
。

「
1
9
2
1

（
大
正
10
）
年

の
学
校
建
築
配

置
予
定
図
」
（
右
）
を
見
る
と
、
開
校
当
時

は
矢
印
の
畑
地
は
校
地
に
は
含
ま
れ
て
い
な

い
。
一
方
、
1
9
2
7
（
昭
和
2
）
年
の
航

空
写
真
で
は
「
配
置
予
定
図
」
に
は
な
い
現

在
の
サ
ッ
カ
ー
コ
ー
ト
に
あ
た
る
場
所
が
整

地
さ
れ
て
い
る
の
が
わ
か
る
。

ま
た
、
1
9
2
2
年
4
月
か
ら
1
9
3
0

（
昭
和
5
）
年
ま
で
の
見
付
中
学
校
の
「
作

業
」
に
つ
い
て
記
録
し
た
「
本
校
ニ
於
テ
實

施
セ
ル
主
ナ
ル
作
業
ノ
概
略
」
に
は
、

1
9
2
4
年
「
第
二
学
期
ヨ
リ
運
動
場

（
一
千
八
百
六
十
二
坪
：
約
5
1
9
0
㎡
）

を
拡
張
ス
」
と
記
さ
れ
、
2
学
期
に
は
こ
の

畑
地
を
運
動
場
に
し
て
そ
の
西
側
に
防
風
堤

を
築
く
事
業
が
開
始
さ
れ
た
。
「
此
ノ
拡
張

区
域
ノ
地
面
ハ
既
設
運
動
場
ヨ
リ
高
キ
コ
ト

1
尺
乃
至
4
尺
ナ
リ
（
30
㎝
～
1.2
ｍ
）
」
の

記
述
も
あ
り
、
そ
の
土
は
西
側
に
運
ば
れ
防

風
堤
の
建
設
に
繋
が
っ
た
こ
と
に
な
る
。

1
9
5
6
年
に
は
旧
正
門
の
両
側
に
借

用
し
て
い
た
土
地
を
、
所
有
者
か
ら
返
還

要
求
さ
れ
た
。
（
左
図
Ａ
～
Ｆ
）
北
側
校

地
は
農
業
実
習
地
と
し
て
、
南
側
校
地
は

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
等
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い

た
。
こ
の
要
求
に
対
し
て
学
校
は
教
育
活

動
に
支
障
が
出
る
旨
を
県
に
訴
え
、
県
助

成
金
と
金
融
機
関
か
ら
の
借
入
金
で
こ
の

土
地
を
購
入
し
、
整
備
を
図
っ
た
。
返
済

は
Ｐ
Ｔ
Ａ
拠
出
金
と
寄
付
金
を
財
源
と
し

て
2
年
計
画
で
返
済
し
た
。
そ
の
北
側
校

地
こ
そ
現
在
新
校
舎
が
建
設
さ
れ
よ
う
と

し
て
い
る
場
所
に
あ
た
る
（
「
校
地
購
入

の
記
録
」
は
ぐ
ま
会
館
所
蔵
）
。

※
土
地
拡
張
の
経
緯
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
も

多
く
、
今
後
さ
ら
に
確
認
が
必
要
で
あ
る
。

東
海
地
震
切
迫
説
を
背
景
に
1
9
9
5

（
平
成
7
）
年
に
行
わ
れ
た
耐
震
診
断
の

結
果
、
耐
震
強
度
に
課
題
が
あ
る
と
の
結

果
を
踏
ま
え
、
1
9
9
9
（
平
成
11
）
年

2
月
23
日
に
県
教
委
へ
「
校
舎
改
築
に
関

す
る
要
望
書
」
を
提
出
し
た
。　

要
望
書
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
。

⑴
現
校
地
へ
の
改
築
を
希
望
、
早
急
に
可
能

性
の
調
査
を
希
望
す
る

⑵
耐
震
性
に
問
題
の
あ
る
現
在
の
校
舎
に
つ

い
て
早
急
に
改
善
計
画
を
希
望
す
る

⑶
当
面
は
現
在
の
校
舎
の
耐
震
補
強
工
事
を

希
望
す
る

要
望
書
に
対
す
る
県
か
ら
の
回
答

（
1
9
9
9
（
平
成
11
）
年
10
月
19
日
）
は

「
※
伽
藍
域
で
の
改
築
は
全
面
不
可
」
と
い

う
も
の
で
あ
っ
た
。

※
伽
藍
：
僧
侶
が
集
ま
っ
て
修
行
を
す
る
建
物

こ
の
回
答
を
受
け
て
、
校
舎
建
設
準
備

委
員
会
（
学
校
・
同
窓
会
役
員
・
Ｐ
Ｔ
Ａ

役
員
会
）
は
協
議
を
重
ね
、
遠
江
国
分
寺

特
別
史
跡
・
追
加
指
定
区
域
の
た
め
校
舎

の
現
在
地
で
の
改
革
は
不
可
能
、
ま
た
伽

藍
域
及
び
伽
藍
域
周
辺
に
つ
い
て
も
、
制

約
が
大
き
く
運
動
場
が
狭
小
に
な
る
た

め
、
正
常
な
学
校
活
動
は
不
可
能
で
あ
る

と
判
断
し
、
2
0
0
0
年
2
月
の
同
窓
会

臨
時
評
議
員
会
に
お
い
て
、
鈴
木
源
市
同

窓
会
長
が
、
「
校
舎
移
転
も
や
む
な
し
」

の
苦
渋
の
決
定
を
し
た
。

し
か
し
こ
の
後
も
、
2
0
0
1
年
4

月
、
文
化
庁
に
「
現
校
地
で
の
改
築
要
望

書
」
を
以
て
陳
情
を
行
な
う
な
ど
、
現
校

地
に
お
け
る
改
築
の
可
能
性
を
探
り
、
同

窓
の
市
議
、
県
議
、
国
会
議
員
等
に
依
頼

し
、
市
、
県
や
文
化
庁
へ
の
陳
情
を
行
っ

た
。
ま
た
6
月
に
は
県
教
育
長
宛
て
に

「
校
舎
移
転
に
関
す
る
要
望
書
」
を
提
出

し
て
い
る
。

『
同
窓
会
だ
よ
り
第
22
号
』

県
は
耐
震
診
断
の
結
果
を
踏
ま
え
、
全

県
的
補
強
工
事
に
努
め
、
本
校
で
も

2
0
0
2
（
平
成
14
）
年
と
2
0
1
0
（
平

成
22
）
年
の
2
度
の
工
事
が
行
な
わ
れ
た
。

し
か
し
な
が
ら
校
舎
の
老
朽
化
は
年
々
深
刻

さ
を
増
し
、
い
よ
い
よ
校
舎
問
題
は
喫
緊
の

課
題
と
な
っ
て
い
た
。

こ
の
間
、
歴
代
校
長
、
事
務
長
が
雨
漏

り
、
ク
ラ
ッ
カ
ー
の
落
下
等
の
老
朽
化
著

し
い
現
状
を
逐
次
県
に
報
告
し
、
ま
た
、

2
0
0
0
（
平
成
12
）
年
の
地
方
分
権
一

括
法
施
行
以
来
、
文
化
財
の
保
護
・
活
用

に
つ
い
て
も
土
地
所
有
者
で
あ
る
県
の
意

向
が
尊
重
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
こ

と
で
、
築
40
年
を
越
え
た
校
舎
は
建
物
の

傷
み
具
合
か
ら
「
改
築
」
対
象
に
含
ま
れ

る
こ
と
と
な
っ
て
い
っ
た
。

2
0
1
8
（
平
成
30
）
年
11
月
28
日

に
は
、
歴
代
同
窓
会
長
は
じ
め
同
窓

会
、
後
援
会
、
学
校
関
係
者
か
ら
な
る

「
校
地
改
築
に
係
わ
る
協
議
会
」
を
開

催
し
て
、
「
現
校
地
に
お
け
る
早
期
改

築
」
が
学
校
関
係
者
の
一
致
し
た
要
望

で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
た
。
こ
れ
を
受

け
、
当
時
の
白
畑
豊
校
長
（
高
28
回
）

と
伊
藤
英
明
同
窓
会
長
（
高
15
回
）
は

グ
ラ
ン
ド
再
調
査
要
請
を
行
な
い
、
グ

ラ
ン
ド
北
側
・
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
の
再
調

査
を
し
た
結
果
、
校
地
北
東
の
一
角
が

史
跡
の
保
存
に
最
も
影
響
が
少
な
い
と

判
断
さ
れ
、
晴
れ
て
新
校
舎
が
建
設
さ

れ
る
運
び
と
な
っ
た
。
約
20
年
に
わ
た

る
校
舎
問
題
は
こ
こ
に
解
決
を
見
た
の

で
あ
る
。

【
主
な
参
考
文
献
】

開
校
記
念
帳
『
開
校
式
式

辞
』
／
『
さ
む
ら
い
教
師

伝
』
／
『
本
校
ニ
於
イ

テ
實
施
セ
ル
主
ナ
ル
作

業
ノ
概
略
』
見
付
中
学
校

報
告
書
／
『
校
地
購
入
の

記
録
』
磐
田
南
高
校
報
告

書
／
『
同
窓
会
だ
よ
り
第

22
号
』

校地拡張の歴史と
校舎改築・移転問題
解決の記録 100周年記念事業準備委員

永田  淳（高27回）

静岡県立見付中学校・磐田南高等学校100年物語

見中校舎建設予定地　1921（大正10）年

運
動
場

新
校
舎
建
設
予
定
地
旧
正
門

B B

C

A

D

F

F

E

運
動
場
予
定
地

↑
畑
地

造成部分

1921（大正10）年
学校建築配置予定図　

1927（昭和2）年　航空写真

校舎改築に関する要望書

完成予想図

1
9
2
4（
大
正
13
）年
の
校
地
拡
張

1
9
5
6（
昭
和
31
）年
の
校
地
拡
張

校
地
改
築
に
向
け
た
学
校
・
同
窓
会
の

長
年
に
わ
た
る
粘
り
強
い
取
り
組
み

県
立
学
校
耐
震
補
強
工
事
の
進
展
と

地
方
分
権
化
に
お
け
る
県
当
局
の
判
断
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◆
第
二
体
育
館

3
年　

阿
部  

彩
希

第
二
体
育
館
は
、
私
が
所
属

し
て
い
た
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
の

活
動
場
所
で
し
た
。
風
通
し
が

悪
く
、
真
夏
は
恐
ろ
し
い
暑
さ

に
な
り
ま
し
た
。
で
も
、
な
ん

だ
か
ん
だ
言
い
な
が
ら
私
は
第

二
体
育
館
が
大
好
き
で
す
。
な

ぜ
な
ら
、
第
二
体
育
館
こ
そ
が

私
の
青
春
の
場
所
で
あ
り
、
共

に
汗
を
流
し
た
仲
間
の
よ
う
な

存
在
だ
か
ら
で
す
。

第
41
回
卒
業
生
の
私
の
父

も
、
第
71
回
卒
業
生
の
私
の
姉

も
同
じ
く
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
に

所
属
し
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

父
は
外
部
コ
ー
チ
と
し
て
私
の

部
活
動
に
も
参
加
し
ま
し
た
。

そ
の
際
、「
30
年
ぶ
り
に
来
た

け
ど
、
第
二
体
育
館
は
現
役
の

時
と
変
わ
っ
て
な
い
な
ぁ
。
現

役
の
頃
を
思
い
出
し
て
懐
か
し

く
な
る
よ
。
ま
た
第
二
体
育
館

で
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
が
で
き
る
と

は
思
っ
て
な
か
っ
た
か
ら
嬉
し

い
」
と
言
っ
て
い
た
の
が
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
高
校
の
思

い
出
の
場
所
と
い
え
ば
、
一
家

揃
っ
て
第
二
体
育
館
と
言
っ
て

も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部
が
今
ま

で
思
う
存
分
活
動
で
き
た
の

は
、
昔
か
ら
変
わ
ら
ず
あ
っ
た

第
二
体
育
館
の
お
か
げ
で
し

た
。
感
謝
の
気
持
ち
で
い
っ
ぱ

い
で
す
。
あ
り
が
と
う
第
二
体

育
館
！ 

思
い
出
深
い
第
二
体

育
館
が
取
り
壊
さ
れ
て
し
ま
っ

た
こ
と
は
と
て
も
寂
し
い
で
す

が
、
綺
麗
な
新
校
舎
と
な
っ
て

新
し
い
青
春
の
舞
台
に
な
っ
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

◆
弓
道
場

3
年　

上
田  

誠
人

第
二
体
育
館
の
隣
に
は
弓

道
場
が
あ
る
！ 

こ
れ
は
信
じ

て
い
い
こ
と
な
の
に
、
そ
れ
を

皆
は
ト
イ
レ
だ
と
言
っ
た
。
玄

関
の
引
き
戸
を
開
け
れ
ば
、
立

て
付
け
の
悪
い
ド
ア
か
ら
漏
れ

て
く
る
男
子
の
大
爆
笑
。
姿
見

鏡
に
つ
ま
ず
き
つ
つ
混
雑
す
る

弓
立
て
を
通
り
過
ぎ
れ
ば
、
草

に
浮
か
ぶ
8
つ
の
的

が
見
え
る
。
も
う
や

る
こ
と
の
な
い
床
掃

除
に
安
土
整
備
。
あ

の
昼
休
み
の
多
忙
さ

は
忘
れ
ら
れ
な
い
。

更
地
と
な
っ
た
今
、

野
草
が
の
び
の
び
と

繁
茂
し
て
い
る
。
さ

ら
ば
磐
南
弓
道
場
、

便
所
と
揶
揄
さ
れ
な

い
世
界
で
安
ら
か
に

眠
れ
。

◆
校
舎
全
体

3
年　

竹
内
佑
美
菜　

磐
南
に
は
、
磐
南
を
母
校
と

す
る
先
生
が
多
く
い
る
。
尊
敬

す
る
先
輩
で
あ
る
先
生
方
も
こ

の
校
舎
で
、
今
私
が
見
て
い
る

景
色
と
同
じ
景
色
を
見
て
い
た

生
徒
時
代
が
あ
っ
た
の
か
と
想

像
す
る
と
少
し
不
思
議
で
面
白

い
。

そ
し
て
壁
や
柱
、
部
室
に
描

か
れ
て
い
る
絵
、
言
葉
、
知
ら

な
い
人
の
名
前
と
相
合
傘
、
渡

り
廊
下
の
カ
ラ
フ
ル
な
ペ
ン
キ

と
ス
プ
レ
ー
の
跡
、
き
っ
と
穴

が
開
い
た
の
で
あ
ろ
う
天
井
と

床
の
修
復
跡
な
ど
は
、
古
い
校

舎
な
ら
で
は
の
も
の
、
た
だ
の

落
書
き
、
汚
れ
、
劣
化
の
一
言

で
済
ま
さ
れ
て
し
ま
い
そ
う
だ

が
、
そ
れ
ら
す
べ
て
に
何
十
年

前
か
ら
今
ま
で

の
何
千
人
も
の

磐
南
生
の
ス

ト
ー
リ
ー
が
存

在
す
る
。
磐
南

生
の
思
い
出
が

刻
み
込
ま
れ
た

校
舎
で
過
ご
す

の
が
心
地
よ
く
、

そ
し
て
感
慨
深

い
。そ

ん
な
エ
モ

い
校
舎
で
過
ご

す
の
が
、
私
は

好
き
な
の
だ
。

◆
Ｌ
Ｌ
教
室

副
校
長　

山
田  

陽
子　

1
年
生
の
頃
、
Ｌ
Ｌ
教
室
で

英
語
の
授
業
が
あ
り
、
マ
ー

シ
ャ
・
ク
ラ
ッ
カ

ワ
ー
さ
ん
の
講
座
を

視
聴
し
ま
し
た
。
発

音
を
真
似
た
り
音
読

し
た
り
、
当
時
の
自

分
に
と
っ
て
は
新
た

な
体
験
で
し
た
。
ク

ラ
ッ
カ
ワ
ー
さ
ん
が

格
好
良
か
っ
た
で

す
。
ま
た
、
忘
れ
ら

れ
な
い
の
は
、
英
語

の
歌
の
テ
ス
ト
で

す
。
人
前
で
歌
う
の

は
大
変
抵
抗
が
あ
り

ま
し
た
が
、
ク
ラ
ス
の
男
子
は

ギ
タ
ー
を
持
参
し
て
ビ
ー
ト
ル

ズ
の
歌
を
披
露
す
る
等
、
素
敵

な
一
面
を
み
る
こ
と
が
で
き
た

の
も
Ｌ
Ｌ
教
室
で
し
た
。

思い出が刻まれた現校舎
～私の好きな場所～

弓道場や第二体育館が解体され、10月以降本格的な新校舎建設工事が始まる。
山田陽子副校長（高 34回）と在校生に現校舎への思いを尋ねた。

（写真提供＝峰写真館）
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天龍土建工業株式会社
総合建設業

卒
業
生
は

卒
業
生
は

今今

卓
越
し
た
技
を
持
ち
、
そ

の
道
の
第
一
人
者
を
表
彰
す

る
国
の
「
現
代
の
名
工
」
に

2
0
1
9
年
11
月
に
選
ば
れ

た
。
2
0
2
0
年
11
月
、
一
筋

の
道
に
つ
く
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の

道
で
確
か
な
功
績
を
残
し
た
人

に
贈
ら
れ
る
秋
の
褒
章
「
黄
綬

褒
章
」
を
授
与
さ
れ
た
。

姫
路
城
に
ほ
ぼ
近
い
、
85
年

の
歴
史
の
あ
る
老
舗
フ
ォ
ト
ス

タ
ジ
オ
で
、
七
五
三
、
入
学

式
、
成
人
式
、
結
婚
式
、
家
族

写
真
等
、
人
生
の
節
目
と
な
る

ポ
ー
ト
レ
ー
ト
写
真
を
撮
り
続

英
国
の
語
学
学
校
の
一
室

で
、
私
は
5
か
月
間
英
語
と
格

闘
し
て
い
ま
し
た
。
退
職
直
後

の
2
0
1
6
年
4
月
、
新
た

な
船
出
を
試
み
、
ト
ー
ゴ
、
ロ

シ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
、
イ
タ
リ
ア
、

ブ
ラ
ジ
ル
、
中
国
、
そ
し
て
ド

バ
イ
等
、
20
ほ
ど
の
違
う
国
籍

を
持
つ
人
た
ち
と
の
厳
し
い
英

語
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
世
界
に
飛

び
込
み
ま
し
た
。
お
か
げ
で
過

去
を
振
り
返
る
時
間
を
、
未
来

に
向
か
っ
て
使
う
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

帰
国
後
、
賛
同
し
て
く
れ

る
仲
間
と
共
に
、
多
様
性
の

知
識
を
学
び
、
1
9
6
9
年
か

ら
姫
路
へ
や
っ
て
き
た
。

「
写
真
は
光
の
芸
術
」
。
撮

影
の
際
に
は
、
光
を
最
小
限
に

し
、
必
要
な
と
こ
ろ
だ
け
柔
ら

か
く
照
ら
す
。
被
写
体
の
表
情

に
加
え
、
そ
の
人
の
内
面
的
な

美
し
さ
を
、
奥
深
く
立
体
感
の

溢
れ
る
1
枚
に
仕
上
げ
る
。
作

品
は
い
ろ
い
ろ
な
写
真
展
で
入

賞
、
入
選
を
重
ね
て
き
た
。
50

年
間
出
品
し
続
け
て
い
る
国
画

会
に
て
、
43
年
目
に
し
て
漸
く

会
員
推
挙
、
審
査
員
と
な
る
。

江
戸
の
終
わ
り
に
写
真
術
が

レ
ー
シ
ア
の
学
校
、

そ
し
て
磐
田
市
に
あ

る
ブ
ラ
ジ
ル
人
学
校

オ
ブ
ジ
ェ
チ
ー
ボ
・

チ
ア
ホ
ー
ザ
と
も
交

流
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
に
住
む
中

国
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ブ
ラ

ジ
ル
、
オ
ー
ス
ト
ラ

リ
ア
等
の
方
々
が
一

緒
に
活
動
し
て
く
れ

て
い
ま
す
。

学
校
の
許
可
を
得

て
、
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た
オ
リ

ジ
ナ
ル
な
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
つ

く
り
、
外
国
人
と
共
に
授
業
を

展
開
し
て
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ

禍
で
、
外
国
と
の
行
き
来
が
で

き
な
い
今
は
、
Z
o
o
m
で

の
交
流
活
動
も
取
り
入
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、「
世
界
を
明
る

く
す
る
カ
ー
ド
リ
レ
ー
」
と
い

う
、
外
国
人
を
含
む
子
供
や
大

人
に
、
元
気
が
で
る
よ
う
な

カ
ー
ド
を
作
成
し
て
も
ら
い
、

学
校
へ
、
そ
し
て
地
域
へ
と

カ
ー
ド
を
つ
な
ぐ
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

今
年
度
の
学
び
舎
は
、「
み

ん
な
集
ま
れ
2
0
2
1
」
を

5
回
に
わ
た
り
地
域
で
展
開

伝
え
ら
れ
た
。
お
侍
さ
ん
た
ち

が
、
真
を
映
し
出
す
こ
と
か
ら

写
真
と
名
付
け
た
。
そ
の
真
は

心
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。
肖
像

写
真
作
家
と
し
て
、
「
写
心
」

が
撮
れ
る
よ
う
追
求
し
た
い
。

「
い
い
写
真
を
創
る
に
は
審
美

眼
を
磨
け
」
と
い
う
教
え
を
大

切
に
し
て
き
た
。
今
や
一
億
総

カ
メ
ラ
マ
ン
。
だ
か
ら
こ
そ
、

光
の
芸
術
の
品
格
を
守
り
た

い
。
来
年
2
月
、
満
80
歳
に
な

る
。
感
謝
！

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
■

　
姫
路
市
　

　
㈱
オ
ウ
チ
写
真
場
　
社
長

け
て
き
た
。
ま
た
。

本
業
の
傍
ら
自
由
創

作
活
動
に
も
長
年
向

き
合
っ
て
き
た
。

豊
岡
村
（
広
瀬
村

→
豊
岡
村
→
磐
田

市
）
出
身
。
東
京
銀

座
の
総
合
貿
易
商
社

に
2
年
間
勤
め
、
海

外
赴
任
が
予
定
さ
れ

た
と
き
退
職
。
幼
少

時
代
か
ら
「
手
に
職

を
」
と
い
う
両
親
の

教
え
な
ど
も
あ
り
、
ま
た
恩
師

に
相
談
す
る
等
考
え
抜
い
た

末
、
「
一
生
を
捧
げ
、
自
身
を

磨
け
る
仕
事
に
」
と
、
姫
路
市

で
写
真
館
を
経
営
す
る
岳
父

（
故
）
、
芸
術
家
肌
で
肖
像

写
真
家
の
下
へ
弟
子
入
り
、

34
年
間
を
共
に
し
た
。
そ
の

後
、
妻
と
二
人
三
脚
で
写

真
の
道
を
ひ
た
走
り
に

走
っ
て
50
年
が
経
っ
た
。

た
だ
写

真
は
趣
味

程
度
だ
っ

た
た
め
、

大
阪
の
写

真
専
門
学

校
に
て
２

年
間
基
礎

尊
重
を
提
供
す
る
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し

た
。
英
国
の
よ
う
な
多
民
族

社
会
で
育
つ
子
供
と
、
日
本

の
子
供
と
の
環
境
の
差
を
目

の
当
た
り
に
し
、
子
供
た
ち

が
、
自
ら
の
人
生
の
主
体
者

と
な
り
、
世
界
に
目
を
向
け
、

多
様
性
を
尊
重
し
て
人
々
と

つ
な
が
り
合
う
た
め
の
活
動

を
展
開
し
た
い
と
思
っ
た
か

ら
で
す
。
活
動
メ
ン
バ
ー
は

現
在
10
人
、
退
職
し
た
教
職

員
、
地
域
と
学
校
を
結
ぶ
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
看
護
士
、

公
認
心
理
師
等
で
す
。
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
教
育
団

体A
ntinanco E

arth 
A

rts School

、
ネ
パ
ー
ル

で
人
身
売
買
さ
れ
る
子
供
の

救
出
活
動
を
し
て
い
るN

ew
 

Life M
ission N

epal

、
マ

し
ま
す
。
自
分
と
は
異
な
る

文
化
や
言
語
を
持
っ
た
人
々

と
接
す
る
こ
と
で
、
自
分
の

持
つ
可
能
性
が
広
が
っ
て
い

き
ま
す
。
ロ
ン
ド
ン
の
教
室

で
、
多
国
籍
の
人
た
ち
と
学

び
合
っ
た
わ
く
わ
く
感
を
子

供
た
ち
に
伝
え
た
い
。
こ
の

磐
田
で
夢
を
次
世
代
に
つ
な

い
で
い
ま
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
■

　
一
般
社
団
法
人
　

　
学
び
舎
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ

　
代
表
理
事

ポートレート作品　画題「禅僧」
1980年関西写真家連合会金賞　
関写連月舟賞

「みんな集まれ2021」のパンフレット
ホームページはこちらから  https://www.manabiya.or.jp →

ネパールの人身売買から子供を救う活動をしている人と
Zoomで交流

「
光
の
芸
術
」
追
い
求
め
て

高
12
回　

藤
森  

久
嘉

未
来
を
育
む
今

高
26
回　

木
村  

泰
子

姫路市立美術館内にて  
小野田イサ氏を撮影中のひとコマ（2021年5月）

自由創作作品　画題「エチュード」
1972年兵庫県展金賞　近代美術館賞
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私
は
卒
業
後
、
慶
應
義
塾

大
学
法
学
部
法
律
学
科
に
進

学
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
司

法
研
修
所
修
了
後
に
静
岡
県

弁
護
士
会
に
登
録
し
て
弁
護

士
業
務
を
行
っ
て
お
り
ま

す
。
大
学
の
法
学
部
で
学

び
、
3
年
、
4
年
次
の
研
究

会
に
て
民
法
、
財
産
法
の
指

導
教
授
の
も
と
で
よ
り
深
く

法
律
を
学
ん
だ
こ
と
が
弁
護

士
を
志
す
契
機
と
な
り
ま
し

た
。
そ
の
礎
石
は
高
校
時
代

に
学
燈
の
志
、
学
ぶ
楽
し
さ

を
感
得
し
え
た
こ
と
に
あ

り
、
ご
教
示
頂
い
た
先
生
方

に
は
深
く
感
謝
を
し
て
い
ま

す
。私

の
弁
護
士
業
務
と
し
て

法
律
相
談
、
契
約
書
等
の
作

成
、
訴
訟
、
調
停
等
が
あ

り
、
民
事
事
件
、
相
続
や
離

婚
や
後
見
事
件
等
の
家
事
事

件
、
倒
産
事
件
、
刑
事
事
件

等
を
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
静
岡
県
・
磐
田
市
等

の
専
門
委
員
、
研
修
会
の
講

師
も
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら

に
、
弁
護
士
の
公
益
活
動
と

し
て
、
日
本
弁
護
士
会
連
合

会
で
は
高
齢
者
障
が
い
者
権

利
支
援
セ
ン
タ
ー
委
員
、
民

事
信
託
等
の
分

野
の
信
託
セ
ン

タ
ー
委
員
に
現

在
選
任
さ
れ
て

お
り
、
静
岡
県

弁
護
士
会
で
は

平
成
29
、
30
年

度
に
消
費
者
問

題
委
員
会
委
員

長
、
令
和
元
年

度
に
静
岡
県
弁

護
士
会
副
会

長
、
令
和
2

年
、
3
年
度
に

民
事
信
託
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー

ム
座
長
に
選
任

さ
れ
て
お
り
ま

す
。私

の
業
務
に
お
い
て
、
同

窓
と
い
う
こ
と
で
親
切
に
し

て
頂
き
お
声
を
か
け
て
頂
く

こ
と
が
多
く
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
私
は
遠
州
地
域
の
権
利

擁
護
を
目
的
に

N
P
O
活
動
も

行
っ
て
お
り
ま

す
と
こ
ろ
、
こ

れ
も
同
窓
の
税

理
士
、
司
法
書

士
の
方
か
ら
お

声
を
か
け
て
頂

い
た
こ
と
が
契

機
で
す
。
こ
の

よ
う
な
人
と
の

つ
な
が
り
、
ご

縁
を
与
え
て
く

だ
さ
っ
て
い
る

母
校
に
心
よ
り

感
謝
を
し
て
お

り
ま
す
。

社
会
情
勢
の

変
化
に
的
確

に
対
応
し
つ

つ
安
心
し
て

暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
社
会
の
実
現
に

寄
与
す
る
た
め
に
権
利
擁

護
の
担
い
手
で
あ
る
弁
護

士
が
果
た
す
べ
き
役
割
は

さ
ら
に
大
き
な
も
の
に

な
っ
て
い
く
と
思
わ
れ
ま

す
。
私
自
身
、
こ
れ
ま
で

培
っ
て
き
た
知
見
、
経
験

を
活
か
し
つ
つ
地
域
社
会

の
進
む
先
を
見
据
え
、
地

域
の
皆
さ
ま
の
期
待
に
応

え
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
今
後
も
私
を
育
て
て

く
だ
さ
っ
た
地
域
社
会
に

寄
り
添
っ
て
弁
護
士
業
務

に
取
り
組
ん
で
い
く
所
存

で
す
。

　■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
■

　
弁
護
士

　
浜
松
綜
合
法
律
事
務
所

　
令
和
元
年
度

　
　
静
岡
県
弁
護
士
会
副
会
長

早
い
も
の
で
高
校
卒
業
後
26

年
で
す
が
、
同
窓
会
の
大
先
輩

方
に
比
べ
れ
ば
、
ま
だ
若
者
と

言
え
る
で
し
ょ
う
か
（
笑
）
。

高
校
時
代
、
私
は
生
物
部

に
所
属
し
て
い
ま
し
た
。
当

時
の
顧
問
の
福
井
順
治
先
生

は
、
ト
ン
ボ
等
の
研
究
を
熱

心
に
さ
れ
て
お
り
、
私
は
そ

の
陶
酔
を
受
け
ま
し
た
。
春

か
ら
秋
ま
で
週
に
2
、
3
回

ほ
ど
桶
ケ
谷
沼
に
通
い
、
腰

ま
で
沼
に
は
ま
り
な
が
ら
、

ト
ン
ボ
の
羽
化
調
査
（
要
は

抜
け
殻
回
収
）
を
行
い
ま
し

た
。
春
先
の
ベ
ッ
コ
ウ
ト
ン

ボ
（
絶
滅
危
惧
種
）
や
ヨ
ツ

ボ
シ
ト
ン
ボ
に
始
ま
り
、

シ
ョ
ウ
ジ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
や

チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
、
時
に
は
ア

オ
ヤ
ン
マ
な
ど
の
大
型
の
ト

ン
ボ
も
混
じ
り
、
多
様
な
ト

ン
ボ
と
そ
の
季
節
変
化
を
知

り
ま
し
た
。

当
時
の
私
は
、
た
だ
単
に

好
奇
心
で
取
り
組
ん
で
い
た

だ
け
で
し
た
が
、
福
井
先
生

は
そ
の
記
録
を
詳
細
に
残
し

て
く
だ
さ
り
、
当
時
を
知
る

貴
重
な
資
料
と
し
て
、
今
で

も
保
全
活
動
に
役
立
て
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
そ
う
で
す
。
当

時
、
何
百
匹
も
い
た
ベ
ッ
コ

ウ
ト
ン
ボ
は
、
今
で
は
数
え

る
ほ
ど
し
か
い
な
い
そ
う

で
、
自
然
の
移
ろ
い
を
感
じ

ま
す
。

私
自
身
は
、
理
数
科
を
卒
業

し
、
東
北
大
学
の
理
学
部
で
生

物
学
を
学
び
、
さ
ら
に
大
学
院

に
進
み
、
植
物
の
研
究
で
博
士

号
を
取
得
し
ま
し
た
。
そ
の
後

7
年
ほ
ど
研
究
員
と
し
て
国
内

外
を
転
々
と
し
、
9
年
前
か
ら

京
都
大
学
の
教
員
と
し
て
、
森

林
の
研
究
や
教
育
に
携
わ
っ
て

い
ま
す
。

国
土
の
67
%
が
森
林
で
あ

る
日
本
に
と
っ
て
、
国
土
の

自
然
を
理
解
し
、
ま
た
利
用

し
て
い
く
上
で
、
森
林
科
学

は
大
切
な
学
問
の
一
つ
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。
森
林

科
学
の
中
に
も
様
々
な
研
究

分
野
が
あ
る
の
で
す
が
、
私

は
、
樹
木
が
様
々
な
環
境
の

中
で
、
ど
の
よ
う
に
成
長
・

生
存
す
る
の
か
と
い
う
「
自

然
の
摂
理
」
を
明
ら
か
に
す

る
研
究
を
し
て
い
ま
す
。
ま

た
そ
の
よ
う
な
自
然
の
摂
理

を
踏
ま
え
て
、
林
業
に
役
立

つ
樹
種
の
開
発
（
育
種
）
研

究
も
行
っ
て
い
ま
す
。

大
学
と
い
う
職
場
は
、
毎

年
、
高
校
卒
業
後
の
若
者
が

入
っ
て
き
ま
す
。
彼
ら
と
私

と
の
年
齢
差
は
開
く
一
方
で

す
が
、
昔
の
自
分
を
思
い
出

し
な
が
ら
、
若
い
彼
ら
が
何

を
求
め
て
い
る
の
か
、
ま
た

彼
ら
が
よ
り
成
長
す
る
た
め

に
は
、
私
は
ど
う
す
べ
き
か

を
よ
く
考
え
ま
す
。
私
も
日

本
も
高
齢
化
し
て
い
ま
す

が
、
若
者
に
は
多
く
の
こ
と

に
挑
戦
・
活
躍
し
て
欲
し
い

と
思
い
ま
す
。

■
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
■

　
京
都
大
学
農
学
研
究
科

　
准
教
授

研修会の講師を務める伊藤さん

膨大な法律知識を駆使し、弁護士として地域に貢献

地
域
に
寄
り
添
い
歩
む

弁
護
士
と
し
て

高
44
回　

伊
藤  

祐
尚 

生
き
物
に
魅
せ
ら
れ
て高48

回　

小
野
田  

雄
介

約 50 歳の天然林調査後の一コマ（左から 3 人目）
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創業６８年 とん汁の老舗

ま す が た

生
徒
会
長　

3
年　

有
村  
航
輔　

新
し
い
時
代
を
迎
え
、
見
え
な

い
脅
威
に
さ
ら
さ
れ
、
新
し
い
生

活
様
式
へ
と
変
わ
り
…
…
。
今
、

世
界
は
一
つ
の
節
目
を
迎
え
、
次

の
段
階
（
ま
だ
そ
れ
が
何
か
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
）
へ
と
進
ん
で
い

ま
す
。
そ
れ
で
は
、
私
た
ち
は
磐

南
生
と
し
て
、
い
や
、
一
人
の
人

間
と
し
て
何
を
す
れ
ば
よ
い
の
で

し
ょ
う
か
。
答
え
は
ま
だ
わ
か
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
私
た
ち
は
こ

の
問
い
に
対
す
る
ヒ
ン
ト
を
す
で

に
持
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
そ
れ

は
磐
南
で
の
経
験
で
す
。

さ
て
、
私
は
と
て
も
大
変
な
時

期
に
生
徒
会
長
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
振
り
返
っ

て
み
れ
は
、
私
た
ち
が
運

営
し
た
行
事
は
、
す
べ
て

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
様
々
な

制
限
が
か
け
ら
れ
た
上
で

の
開
催
で
し
た
。
し
か
し
、

生
徒
会
本
部
の
メ
ン
バ
ー

の
協
力
も
あ
り
、
何
と
か

は
ぐ
ま
祭
ま
で
進
ん
で
き

ま
し
た
。
け
れ
ど
、
本
当

に
は
ぐ
ま
祭
を
実
施
で
き

る
の
か
直
前
ま
で
不
安
と

の
闘
い
で
し
た
。
例
年
通

り
と
は
い
か
な
い
中
、
無
事
に
2

日
間
の
日
程
を
終
了
で
き
た
の
も

生
徒
の
皆
さ
ん
や
先
生
方
の
お
か

げ
で
す
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

8
月
中
旬
、
東
京
都
港
区

に
あ
る
日
本
テ
レ
ビ
で
行
わ

れ
た
「
第
41
回　

全
国
高
等

学
校
ク
イ
ズ
選
手
権
」
に
本

校
普
通
科
3
年
の
尾
崎
新
さ

ん
、
永
井
健
心
さ
ん
、
星
野

紡
希
さ
ん
の
3
名
が
静
岡
県

代
表
と
し
て
出
場
し
た
。

全
国
大
会
に
は
各
県
代
表

の
50
チ
ー
ム
1
5
0
名
が
出

場
し
た
。
尾
崎
さ
ん
は
「
全

国
大
会
の
決
勝
に
残
ろ
う
と

頑
張
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

壁
は
高
く
、
良
い
結
果
は
残

せ
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
で

も
挑
戦
し
た
こ
と
に
意
義
が

あ
る
の
か
な
と
思
い
ま
す
」

と
語
っ
て
く
れ
た
。

2
0
1
9
年
9
月
中
旬
、
磐
南

山
岳
部
は
2
泊
3
日
で
八
ヶ
岳
登

山
を
し
た
。
八
ヶ
岳
小
屋
に
泊
ま

り
、
2
日
目
に
阿
弥
陀
・
赤
岳
・

横
岳
と
回
っ
た
時
の
こ

と
、
山
岳
部
一
行
は
赤

岳
山
頂
付
近
で
若
い

カ
ッ
プ
ル
か
ら
声
を
掛

け
ら
れ
た
。

声
を
か
け
て
下
さ
っ

た
お
二
人
は
、
山
内
拓

也
さ
ん
（
高
62
回
）
と

理
沙
さ
ん
で
あ
る
。
お

二
人
は
Ｔ
シ
ャ
ツ
を
見

て
磐
南
山
岳
部
で
あ
る

こ
と
に
気
づ
き
、
理
沙

さ
ん
が
「
磐
南
は
主
人

の
母
校
で
す
。
実
は
、

私
の
母
校
（
土
浦
一
高
）

山
岳
部
も
偶
然
八
ヶ
岳

に
来
て
い
ま
す
」
と
話
さ
れ
た
の

だ
っ
た
。
理
沙
さ
ん
は
茨
城
県
立

土
浦
第
一
高
校
の
卒
業
生
で
、
同

校
山
岳
部
も
八
ヶ
岳
に
来
て
い
る

と
い
う
の
で
あ
る
。

山
岳
部
顧
問
の
鈴
木
英
夫
先
生
・

鈴
木
敦
士
先
生
は
、
こ
の
話
を
聞

い
て
、
余
り
の
奇
遇
に
驚
い
た
。

磐
南
の
前
身
で
あ
る
見
付
中
学

校
の
初
代
校
長
尾
崎
楠
馬
先
生
と

教
頭
小
田
原
勇
先
生
は
、
青
年
教

師
時
代
に
土
浦
第
一
高
校
（
当
時

は
、
土
浦
中
学
校
）
で
同
僚
と
し

て
教
鞭
を
取
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

そ
の
縁
で
、
後
に
お
二
人
は
、
見

付
中
学
創
設
期
に
校
長
・
教
頭
と

し
て
学
校
経
営
に
情
熱
を
注
ぎ
、

人
格
の
陶
冶
を
目
指
す
本
校
の
教

育
の
基
盤
を
築
い
た
こ
と
は
、
よ

く
知
ら
れ
て
い
る
。

拓
也
さ
ん
は
高
校
在
学
中
、
磐

南
と
土
浦
一
高
の
関
係
に
つ
い
て
、

父
母
（
い
ず
れ
も
磐
南
卒
）
か
ら

話
を
聞
く
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。

山
内
拓
也
さ
ん
は
磐
南
か
ら
、

理
沙
さ
ん
は
土
浦
第
一
高
校
か
ら
、

共
に
横
浜
国
大
に
進
学
。
同
じ
バ

ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部
に
所
属
し
親

交
を
深
め
て
き
た
。
一
昨
年
2
月

に
結
婚
さ
れ
、
現
在
は
袋
井
市
内

に
在
住
さ
れ
て
い
る
。

お
二
人
は
、
本
校
山
岳
部
の
一

行
と
出
会
い
、
ま
た
、
両
校
山
岳

部
が
同
じ
八
ヶ
岳
で
合
宿
す
る
と

い
う
偶
然
に
ビ
ッ
ク
リ
だ
っ
た
と

の
こ
と
。
山
岳
部
関
係
者
も
同
感

で
、「
赤
岳
山
頂
到
着
が
30
秒
で
も

前
後
し
て
い
た
ら
、
互
い
に
気
づ

か
な
い
ま
ま
で
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
。
両
校
の
深
い
縁
を
感
ず
る
。

お
二
人
の
末
永
い
幸
せ
を
お
祈
り

し
ま
す
」（
鈴
木
敦
士
）
と
語
る
。

（
編
集
委
員
）

普
通
科　

1
年　

西
澤  

勇
也

　
（
袋
井
南
中
学
校
出
身
）

本
校
入
学
か
ら
約
4
ヶ
月
が
経
ち

ま
し
た
。
水
泳
大
会
な
ど
行
事
毎
に

ク
ラ
ス
の
仲
間
と
絆
が
深
ま
り
、
充

実
し
た
高
校
生
活
を
送
っ
て
い
ま
す
。

学
習
面
で
は
授
業
の
難
易
度
が
あ
が

り
、
そ
の
分
や
り
が
い
を
感
じ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
周
り
と
切
磋
琢
磨
し

合
え
る
環
境
な
の
で
、
自
主
勉
強
へ

の
意
欲
も
高
ま
り
ま
し
た
。
部
活
動

は
山
岳
部
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
現

在
は
、夏
山
合
宿
で
北
ア
ル
プ
ス
槍
ヶ

岳
に
登
頂
す
る
た
め
、
日
々
先
輩
た

ち
と
計
画
を
立
て
、
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

に
励
ん
で
い
ま
す
。
校
訓
の
一
つ
で

あ
る
文
武
両
道
を
常
に
心
に
留
め
、

何
事
に
も
全
力
で
取
り
組
ん
で
い
こ

う
と
思
い
ま
す
。

…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…

理
数
科　

1
年　

吉
田
和
佳
奈

（
磐
田
第
一
中
学
校
出
身
）

入
学
以
降
、
互
い
の
個
性
を
理
解
・

尊
重
し
合
う
磐
南
の
す
ば
ら
し
さ
を

感
じ
て
い
ま
す
。
学
習
面
で
は
理
数

科
な
ら
で
は
の
高
大
連
携
講
座
や
課

題
研
究
な
ど
貴
重
な
機
会
を
い
た
だ

き
、
学
問
の
奥
深
さ
や
面
白
さ
を
実

感
し
ま
し
た
。
部
活
動
で
は
地
学
部

大
気
班
の
一
員
と
し
て
高
高
度
発
光

現
象
の
一
つ
で
あ
る
ス
プ
ラ
イ
ト
に

つ
い
て
研
究
し
て
い
ま
す
。
新
し
い

発
見
の
連
続
で
す
が
、
来
年
に
は
先

輩
方
の
研
究
を
引
き
継
ぐ
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
日
々
の
活
動
に
真
剣
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今
後
も
磐
南

生
と
し
て
高
い
志
を
持
ち
、
か
け
が

え
の
な
い
仲
間
と
夢
の
実
現
に
向
け

て
精
一
杯
努
力
し
て
い
き
ま
す
。

か
け
が
え
の
な
い

　
　
　
仲
間
と
の
絆

全
国
高
等
学
校

ク
イ
ズ
選
手
権
２
０
２
１

第41回

オープニング（6月 4日）　生徒会長とはぐまる君

左から永井さん、尾崎さん、星野さん

入学式（4月 7日）
山内夫妻（2021年 7月） 山内夫妻　赤岳山頂で

八ヶ岳登山での奇遇
～磐南と土浦一高の深い縁～

山岳部　八ヶ岳硫黄岳山頂付近

コロナ禍と
はぐま祭
コロナ禍と
はぐま祭



見中・磐田南高等学校同窓会だより  第43号 � 令和3年10月10日11

ISO9001／ISO14001認証取得

磐田市今之浦５丁目１番地１
TEL.0538－３６－００２１㈹
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総合建設業
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TKC コンピュータ会計

山田会計事務所
税理士  山 田敏康（高 24 回）

野球部

陸上競技部

女子テニス部

地学部

ビジュアル部

囲碁部

●第103回  全国高等学校野球選手権  静岡大会
【1回戦】
  磐田南    3－1　修学舎	 磐田城山球場（7月11日㈰）

【2回戦】
  磐田南  12－2　吉原（6回コールド）
	 静岡草薙球場（7月18日㈰）

【3回戦】
  磐田南    8－7　静岡市立	 清水庵原球場（7月20日㈫）

【4回戦】
  磐田南    2－5　桐陽	 清水庵原球場（7月22日㈭）

●令和3年度 
　全国高等学校総合体育大会 
　輝け君の汗と涙　北信越総体2021

7月28日㈬～ 8月1日㈰
9.98スタジアム

（福井県営陸上競技場）
男子棒高跳　三浦　温隼（2年）
予選4m80cmで決勝進出　第11位

（陸上部としては16年ぶりに決勝
に進出した）

●第68回  東海高校総合体育大会陸上競技
6月18日㈮～ 6月20日㈰　三重交通Gスポーツの杜伊勢
男子棒高跳	 三浦　温隼（2年）  4m70cm　第5位
男子走高跳	 寺田　直央（3年） 
男子ハンマー投	 鈴木　涼太（3年）
女子100m	 浜野　ちせ（2年）

●東海中日ジュニアテニス選手権
　大会（16歳以下）

7月17日㈯
愛知県口論義運動公園
女子シングルス	
山下穂乃佳（2年）　出場
※静岡県ジュニア選手権大会
　第6位

●第45回  全国高等学校総合文化祭 
　紀の国わかやま総文2021

7月31日㈯～ 8月2日㈪　
近畿大学生物理工学部（紀の川市）
田辺市立武道館 
自然科学部門
鈴木　風雅（3年）
髙橋　邑弥（3年）
西堀　宙知（2年）
宮本　　匠（2年）
伊藤　佑樹（2年）
※令和2年度静岡県生徒

理科研究発表会で地学
部門　第1位

●日本地球惑星科学連合大会　　
　高校生ポスターセッション

奨励賞受賞

●第45回  全国高等学校総合文化祭　
　紀の国わかやま総文2021

8月1日㈰～ 8月5日㈭
和歌山県立橋本体育館 
写真部門
浅野　友汰（2年）
　全国展出品
　〈静岡県知事賞〉
長坂　歩果（3年）
　全国展出品
　〈中日新聞社賞〉
黒川　小春（3年）
　全国展出品
　〈優秀賞〉
※第36回静岡県高校写真
　コンクールで入賞（〈 〉内）

●第45回  
　全国高等学校総合文化祭 
　紀の国わかやま総文2021

8月3日㈫～ 8月4日㈬
那智勝浦町体育文化会館
囲碁部門
齋田こころ（3年）
団体戦（静岡県チーム）の一員
として出場　第11位
※令和2年度静岡県高校囲碁新人
　十傑戦大会女子の部　準優勝

国 立 大 学 現 役 過年度
北 海 道 1 2
北 海 道 教 育 1
東 北 7 1
秋 田 1
山 形 1
茨 城 1
筑 波 3 1
千 葉 3 3
東 京 海 洋 1
東 京 3 1
東 京 学 芸 6
横 浜 国 立 1
新 潟 2 1
富 山 2
金 沢 6
山 梨 3
信 州 6
静 岡 35 1
浜松医科（医） 2 2
浜松医科（看） 6
愛 知 教 育 1
名 古 屋 11 1
名 古 屋 工 業 7
三 重 1
滋 賀 5
京都工芸繊維 1
京 都 1
大 阪 5 1
神 戸 2
奈 良 女 子 2
和 歌 山 1
鳥 取 2 1
岡 山 1
広 島 3
山 口 1 1
愛 媛 2
九 州 1
そ の 他 3 1

国立大合計 139 19
 

公 立 大 学 現 役 過年度
高 崎 経 済 1
東 京 都 立 1
横 浜 市 立 1
都 留 文 科 2
静岡文化芸術 4 1
静 岡 県 立 13 1
愛 知 県 立 1
名 古 屋 市 立 4
滋 賀 県 立 3
京 都 府 立 1
大 阪 市 立 1
大 阪 府 立 1
神 戸 市 外 語 1
下 関 市 立 2
そ の 他 6

公立大合計 42 2
 

主要私立大学 現 役 過年度
東北医科薬科（医） 2
青 山 学 院 4 1
北 　 　 里 2
慶 応 義 塾 7 2
駒 　 　 澤 4 1
芝 浦 工 業 13 7
上 　 　 智 2
専 　 　 修 10 3
中 　 　 央 11 1
東 京 女 子 3
東 京 農 業 5
東 京 理 科 9 13
東 　 　 洋 10 2
日 　 　 本 19 7
法 　 　 政 12 7
明 　 　 治 22 8
立 　 　 教 5 4
早 稲 田 11 7
昭 和（ 医 ） 1
聖隷ｸﾘｽﾄﾌｧｰ 19
常 葉 57 6
愛 　 　 知 43 4
愛知医科（医） 2
中 　 　 京 25 2
豊 田 工 業 4 1
南 　 　 山 29 1
名 　 　 城 46 2
京 都 産 業 22 2
京 都 女 子 11
同 志 社 21 7
立 命 館 58 13
龍 　 　 谷 9
関 　 　 西 10 5
近 　 　 畿 44 5
関 西 学 院 15

 

大学合格状況

「kissing the rainbow」
長坂  歩果

「混沌にのまれる」浅野  友汰

「影の戯れ」黒川  小春

左から浅野さん、長坂さん、黒川さん

三浦  温隼

寺田  直央 鈴木  涼太 浜野  ちせ
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代表取締役相談役

磐田南高校セーラー服のご用命は
　　　専門工場のキンパラへ

令和3年 創業87年
　あこがれの
  1本線
セーラー服

キンパラ株式会社

本　　社　磐田市見付1963-11
自社工場　磐田市見付2425-8
TEL 0538-35-5404

4
月
よ
り
事
務
局
を
担
当

す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
、
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

思
い
出
の
校
舎
も
建
て
替
え
と

な
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
築
き

上
げ
て
き
た
伝
統
を
残
し
な
が

ら
も
、
新
し
い
こ
と
に
チ
ャ
レ

ン
ジ
で
き
る
磐
南
で
あ
る
よ
う

お
手
伝
い
さ
せ
て
い
た
だ
け
た

ら
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

校
内
幹
事
長  

寺
田
義
彦（
高
36
回
）

本
号
で
は
、
母
校
創
立

1
0
0
周
年
に
向
け
て
特
集

を
組
む
と
と
も
に
、
紙
面
構
成

を
変
更
し
ま
し
た
。
創
立
当
時

か
ら
受
け
継
が
れ
て
き
て
い
る

思
い
を
伝
え
る
と
と
も
に
、
未

来
へ
の
展
望
を
も
つ
号
に
し
た

い
と
考
え
ま
し
た
。
ご
多
忙
の

中
、
原
稿
を
寄
せ
て
い
た
だ
い

た
方
々
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

編
集
委
員
長  

鈴
木
万
里
子（
高
25
回
）

浅
羽　

浩
（
高
22
）
仲
川
勝
彦
（
高
16
）

鈴
木
裕
司
（
高
19
）
鈴
木
一
雄
（
高
24
）

鈴
木
万
里
子
（
高
25
）
加
藤
光
久
（
高
27
）

神
谷
比
登
美
（
高
29
）
芳
野
博
之
（
高
35
）

こ
の
た
び
、
筒
井
昭
さ
ん

（
高
7
回
／
元
ス
ズ
キ
㈱
取
締

役
副
社
長
）
が
、
浮
世
絵
複
製

8
点
を
寄
贈
さ
れ
た
。
こ
の

浮
世
絵
複
製
8
点
は
、
筒
井

さ
ん
が
評
議
員
を
務
め
る
平

木
浮
世
絵
美
術
館
が
所
蔵
す

る
「
平
木
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
」
約

6
0
0
0
点
の
中
か
ら
厳
選

さ
れ
た
も
の
で
、
運
営
主
体
で

あ
る
平
木
浮
世
絵
財
団
か
ら
筒

井
さ
ん
が
贈
呈
を
受
け
た
も
の

で
あ
る
。

筒
井
さ
ん
は
、
浮
世
絵
の
有

効
活
用
方
法
を
お
考
え
に
な
る

中
で
、
母
校
の
生
徒
が
江
戸
の

文
化
に
触
れ
、
日
本
が
世
界
に

誇
る
浮
世
絵
の
価
値
を
再
発
見

す
る
機
会
に
し
て
い
た
だ
い
て

は
ど
う
か
と
の
ア
イ
デ
ア
を
思

い
つ
か
れ
た
。
複
製
さ
れ
た
浮

世
絵
を
額
装
の
上
、「
平
木
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
解
説
書
」
も
御
寄

贈
い
た
だ
い
た
。

野
村
校
長
は
「
在
校
生
が
作

品
の
鑑
賞
を
と
お
し
て
、
江
戸

の
文
化
へ
の
理
解
を
深
め
、
浮

世
絵
の
価
値
を
再
認
識
で
き
る

よ
う
、
授
業
用
教
材
と
し
て
の

活
用
、
浮
世
絵
に
関
す
る
講
演

会
の
開
催
、
新
校
舎
で
の
展
示

な
ど
、
有
効
に
活
用
し
て
い
き

た
い
」
と
し
て
い
る
。

＊
平
木
浮
世
絵
美
術
館
は
、

戦
後
の
混
乱
期
に
海
外
流
出

の
危
機
に
あ
っ
た
浮
世
絵
を

購
入
し
た
平
木
信
三
さ
ん
が

設
立
し
た
財
団
が
設
置
。
現

在
、
美
術
館
は
閉
館
し
、
所
蔵

作
品
は
全
国
の
美
術
館
・
博
物

館
で
開
催
さ
れ
る
コ
レ
ク
シ
ョ

ン
展
で
展
示
さ
れ
て
い
る
。

6
月
23
日
㈬
、
鈴
木
裕

司
同
窓
会
副
会
長
（
㈱
遠
州

日
石
社
長
）
が
、
聖
火
ラ
ン

ナ
ー
と
し
て
磐
田
市
見
付
西

光
寺
付
近
を
走
っ
た
。
天
候

に
も
恵
ま
れ
良
い
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
中
、
鈴
木
副
会
長

は
絶
え
ず
笑
顔
で
沿
道
の

方
々
に
手
を
振
り
な
が
ら
軽

快
に
走
り
、
聖
火
ラ
ン
ナ
ー

と
し
て
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

に
か
か
わ
る
喜
び

を
分
か
ち
合
っ

た
。1

9
6
4
年
の

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
当
時
、
高
校
1

年
生
だ
っ
た
鈴
木

さ
ん
は
テ
レ
ビ
に

か
じ
り
つ
き
、
ア

メ
リ
カ
の
ボ
ブ
・

ヘ
イ
ズ
選
手
（
1
0
0
m
・
金

メ
ダ
ル
）
や
エ
チ
オ
ピ
ア
の
ア

ベ
ベ
・
ビ
キ
ラ
選
手
（
マ
ラ
ソ

ン
・
金
メ
ダ
ル
）
の
活
躍
を
観

戦
し
て
い
た
と
い
う
。

無
事
走
り
終
え
た
鈴
木
さ

ん
は
、「
自
分
や
会
社
を
育
て

て
く
れ
た
『
こ
の
道
』
に
感
謝

し
、
一
歩
一
歩
踏
み
し
め
な
が

ら
走
っ
た
。
㈱
遠
州
日
石
は
、

モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
発

展
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
様
に

支
え
ら
れ
70
周
年
を
迎
え
る

こ
と
が
で
き
た
。
こ
れ
か
ら
も

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
担
い
手
と
し

て
、
時
代
の
変
化
の
中
で
も
必

要
と
さ
れ
続
け
る
こ
と
で
地

域
へ
の
貢
献
に
努
め
て
い
き

た
い
」
と
語
っ
た
。

�

（
編
集
委
員
）

R3　４/７ 母校入学式
　　 ４/10 臨時評議員会（ワークピア磐田）

第1回役員会・同窓会だより編集委員会
　　 ６/１ 第２回役員会･同窓会だより編集委員会
　　 ６/19 評議員会 書面表決
　　 ７/14 卒業40周年記念事業（高33回）

　同窓会に資金援助（20万円）
卒業50周年記念事業（高24回）
　母校に資金援助（20万円）

　　 ７/20 第３回役員会･同窓会だより編集委員会
　　 ８/14 尾崎楠馬先生墓参・総会前日打合せ

第４回役員会･同窓会だより編集委員会
　　 ８/15 慰霊祭（高42･43回担当）はぐま会館

総会（高51･52回担当）＊オンラインにて
　　 ９/14 同窓会だより第43号発行

　第５回役員会･同窓会だより編集委員会
　  10/19 第６回役員会
　  11/16 第７回役員会、総会当番引継ぎ会

　（高51･52回→53回）
R4　２/１ 第８回役員会
　　 ２/28 高校第74回　同窓会入会式
　　 ３/１ 高校第74回　卒業式

科　目 予算額 決算額 増　減 備　考
同窓会入会金 4,785,000 4,785,000 0 令和2年3月卒業生319名×15,000円
預金利息・配当金 35,000 40,665 5,665
寄付金 200,000 200,000 0 卒業40周年寄付金（高32回卒）
雑収入 300,000 240,000 △60,000 同窓会報広告代
前年度繰越金 275,747 275,747 0

合　計 5,595,747 5,541,412 △54,335

科　目 予算額 決算額 増　減 備　考

会務費 1,323,040 744,465 578,575 総会助成金、招魂碑献花代、
支部助成金、慶弔費、通信費、事務費

事業費 4,155,000 3,872,651 282,349 同窓会報発行費、卒業記念品代、
教育振興費、諸費

予備費 117,707 0 117,707
合　計 5,595,747 4,617,116 978,631

同窓会ホームページご活用ください

情報
発信 交流

の場

名簿の訂正について

●お願い●

　『2020 同窓会名簿』（2020年11月刊）の記載内容に
誤りがありました。お詫びして訂正いたします。
P62   高3回　（誤）理数科 → （正）併設中学校
P65   高4回　（誤）理数科 → （正）併設中学校
P133 高24回  （誤）物故者欄 鈴木重晴 → （正）削除
P130 追加　  鈴木重晴
　　　　　　 〒438-0033 磐田市新出334
　　　　　　 ℡0538-34-3705 東京理科大理工

　会員情報の異動（改姓・住所変更・死亡等）につきま
しては、同窓会事務局まで、次の1または2により、すみや
かに連絡をお願いします。
１ 『同窓会名簿』巻末の「異動連絡通知はがき」に必
要事項を記入し送付する。

２ ハガキ、手紙、同窓会ホームページのお問合せコーナー
への入力など、できる限り、文字記録により連絡する。

※ 「物故者」については、伝聞情報によるだけでなく、当
該御家族等に連絡し事実関係を確認の上、報告する。

同窓会役員紹介
浅羽　浩（高22回）

仲川勝彦（高16回） 鈴木裕司（高19回）
鈴木一雄（高24回） 鈴木万里子（高25回）
加藤光久（高27回） 神谷比登美（高29回）

会 長

長尾　仁（高20回） 山田敏康（高24回）監 査

副会長

令和3年度 各種当番年次
高校62回生（新年次役員選出）
高校51・52回生（総会担当）
高校42・43回生（慰霊祭担当）
高校33回生（同窓会に資金援助）
高校23・24回生（同窓会より銅メダル贈呈）
高校24回生（母校に資金援助）
高校13・14回生（同窓会より銀メダル贈呈）
高校3・4回生（同窓会より金メダル贈呈）

卒業10周年
卒業20周年
卒業30周年
卒業40周年
卒業50周年

卒業60周年
卒業70周年

※2学年表記は
　昨年度延期のため

浮
世
絵
複
製
8
点

母
校
に
寄
贈

浮
世
絵
複
製
8
点

母
校
に
寄
贈
筒
井
昭
さ
ん（
高
7
回
）

鈴木裕司副会長
聖火ランナー
として走る

 

編
集
室
よ
り

 

事
務
局
よ
り

編
集
委
員

浮世絵複製 8 点を寄贈した筒井昭さん（左）と野村賢一校長

令和3年度  会務計画 令和2年度  磐田南高校同窓会  一般会計決算書
� 令和2年4月1日～令和3年3月31日

備考：令和3年3月卒業生同窓会入会金　4,770,000円（318名×15,000円）は3月10日に入金されている
が、令和3年度分収入とする。

【収入の部】� （単位：円）

【支出の部】＊各科目間の流用を認める。� （単位：円）


